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会
社
法
改
正
要
綱
と
一
昨
害
的
会
社
分
割

最
初
平
成
一
山
一
年
一

O
月
二
島
日
を
素
材
と
し
て

山

ド

虞

づム

民国ェニ

ト
小
品
の
目
的

戸
市
高
裁
が
い
問
の
ウ
川
崎

F
秋
以
作
引
刊
半
八
状
泌

持
行
為
取
消
惟
レ
y

法
人
格
γ

小
川
認
の
辻
叫

件
と
さ
れ
て
お
り
、

ム
五
日
目
分
一
刊
に
河
ず
る
現
行
会
社
寸
い
の
説
付
に
L
L
れ
は
、
分
副
会
社

A
に
債
権
を
有
す
る
残
存
偵
権
者

X
は
情
、
権
者
保
北
科
目

f
続
の
け
川
象

記
什

ι
9
る
対
伐
に
よ
て
、

さ
れ
L

公
い
ふ
之
ま

"ii 

会
社
以
ぷ
H
阿
久
制
に
よ
る
悦
坤

，、

ム
T
Lい
に
－
問
、
ズ
ア
」

本
山
続
の
h
h
h

的

X
が
出
店
権
の
満
ハ
止
を
侍
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
そ
の
抑
尚
ご
め
る
に
そ
の
た
め
、

分
配
時
効
の
訴
え
の
閉
山
山
出
ほ
M

七
七
し
て
い
な
い
。
八
ム
引
分
科
ド
よ
れ
設
ー
チ
払
「
し
く
は
手
緋
」
ヲ
る
ム
I
H
U
Y
ー
か
ら
取

X
に
は
全
土
布
、
り

会
利
分
寺
が
安
打
さ
れ
令
。
こ
の
仕
組
み
を
掃
引
し
て

債
務
超
滋
の
状
況
に
あ
る

A
会
社
が
優
Jhh
部
門
を
新
設
会
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引
J

？
γ
＼
は
ホ
wm会
訂

（M
U

ト
、
「
示
緋
会
社
写
一
と
も
い
う
）
に
移
転
さ
問
、
残
存
債
持
者
い
の
利
さ
や

d
L
L、
日
出
惜
ヰ
て
刊
立
J

原
則
に

こ
の
よ
へ
な
一
一

4
いが
r
？
一
に
る
の
は
、
F

ぶ
余
日
出
で
は
債
務
の
一
冷
行
列
見
込
み
が
な
く
し
も
，
？
の
幹
を
問

民
Lr
る
ん
桁
布
市
を
招
き
か
ね
な
い

ム

社
うよ
とk"
日一
！ム
bミホ

事V同
* 山

司、

に
な
制

度
予〉
あ
!1 
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ボ
ー
一
ヲ
れ
ば
足
り
ゐ
こ
さ
れ

L
が
も
分
ゲ
刊
の
川
汁
殺
に
事
主
M
は
や
一
生
て
し
な
い
も
の

LJU－－片山ト山／
f
税
制
川
二
口
立
久
本
》
口
ぷ
f

～、

（
会
社
法

粂
二
九
号

込
の
い
仲
村
相
川
末
日
叫
ん
少
な
か
ら
ず
山
村
縄
問

L
7
い

ωも
の
と
評
さ
れ
よ
、
）
。

ひ
け
勺
九
ノ
問
、
～
と
さ
れ
九
J

こ
の
よ
う
な
品
川
哨
的
a

一
汗
宝
門
的
な
会
計
分
配
の
車
京
が
清
い
似
し
て
き
ん
た
め
、
そ
力
対
応
に
い
氾
ら
れ
、
計
者
七
ハ
ハ
サ
取
引
権
や
お
な
が
↑
権

の
行
使
な
と
み
を
一
認
め
る
こ
と
守
併
決
ず
る
判
伏
が
甘
す
っ
て
き
た
。

そ
の
比
一
回
、

そ
の
恥
川
町
進
と
の
兼
ね
〆
一
一
レ
に
も
蛇
店
守
る
必
更
が
あ
る
「
出
刊
行
債
権
苔
の
保
設
し
仁
会
社
分
百
当
事
有
心
軒
益
の
前
整
、

3
ム
に
本

結
会
刊
誌
J

の
結
権
者
と
の
利
害
訓
整
に
も
川
叫
ん
斗
り
よ
る
必
要
が
あ
る
c

な
お
、
リ
h
十
片
汁
侠
怯
4

刊
の
山
中
に
は
、
一
分
司
会
社
と
向
接
の
山
同
係
を

も
つ
債
権
苛
も
あ
れ
ば
、

K
々
と
債
権
譲
見
が
繰
り
返
さ
れ
た
伎
の
サ

i
ピ
サ
ー
の
ご
と
き
債
権
高
も
あ
も
が
、
こ
の
場
合
に
「
ん
の
債

に
お
権
の
貝
取
鋲
が
波
叙
さ
れ
て
い
る

F
7／
一
も
下
型
さ
れ
る

v

そ
の
よ
つ
な
場
合
に
消
孫
請
主
を
認
め
る
の
が
妥
当
で
あ

る
か
は
、

と
り
わ
け
根
治
な
場
合
に
〉
い
て
該
論
円
余
地
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
デ
、

4
b
k
l
的
に
宅
取
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
よ
。

こ
の
状
討
の
市
仁
あ
J

て
、
ム
ぶ
何
分
割
に
詐
三
一
り
ら
一
以
前
維
の
行
＋
閉
山
を
認
め
た
前
品
裁
／
1

J

て
却
の
間
断
が
公
三
れ
、
そ
れ
）
相
前

核
L
rよ
ぶ
打
法
改
作
市
高
欄
も
人
ご
み
衣
き
れ
た

手、こ

で
は
、
改
止
の
久
制
の
埠
伴
…
汁
符
J

之
令
官
山
し
つ
つ
、
こ
の
叫
司
訟
は
決
九
三
心

に
、
「
取
近
の
一
級
事
け
決
も
粧
ま
、
ズ
絵
ひ
的
に
検
コ
訓

L
て
み
七
い

J

H

取
口
同
裁
判
決
の

N

恥

判

γ此

に
す
判

四r 

口
J
J

一t
八円、

四

「

持
訴
審

ハ
号
一
ハ
〉
ヘ
頁

火
山
叫
上
向
判

I
成

（
令
は
一
九



第

十
へ
阪
九
泊
料
い
灯
成

一ハ
H
h
d

パ）八
F

仁一

ノ、

ノ、

！し

審
事
案

ω
M
m要

l 

己店川山巾新人
P
B
は
、
子
氏

計ベ

月
二
円
、
右
浪
人
訂
川
口
仁
い
け
バ
し
、

ム
五
億
六
ひ
っ
つ
万
川
門
会
貸
し
川
一
け
（
以

E
f帯
L

ケ
一
本
件
八
円
人
リ
快
潅
一
と
い
う
～
、
株
式
会
社
D
は
、
同
じ
、

い
同
和
る
常
務
会
出
川
市
深
祉
し
た
れ
一
戸
以

B
に
対
し
、

下
、
こ
れ
を
一
本
付
保
証
債
務
一
と
い
、
っ

τ
日
は
、
半
成
一
四
年
五
月

株
式
ん
山
村
川
却
下
辺
阿
収
機
構

＼
ノ
f
j

、

（
｜
 

戸

E
C
C）

E
い
対
し
、

木
件
貸
金
債
権
を
議
符
1

七
午
九
月
二
八
円
、
ド
に
対
L
、
J

ふ
川
パ
ザ
（
ヘ
ー
倍
権
を
議
十
一

M
L、
同
社
は
、
同

u、
xμ
日
権
回

E
は
司
l
u尚一

以
株
式
会
付
言
竿
口
・
被
同
日
訴
人
減
パ
uz
八」

↑
対
し
、
本
件
貸
付
怯
格
の
詩
理
お
よ
び
回
収
を
を
託
し
た
円
日
時
点
に
お
打
ふ

本
件
貸
～
よ
件
民
権
の
一
万
本
浅
た
は
川
ド
倍
山
J

ゎ
1
0
0万
円
じ
あ
る

D
を
吸
収
合
併
し
、

木
件
保
証
信
心
筒

、比は、

ド
ば
一
六
ι一
川
口
月
六

υ、

へ
作
本
桜
υ
た

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

フ

A
は、

Y
或
一
札
年
ー
一
月

控
訴
人
・
上
台
人
）
を
新
設
す
る
こ
と
、

ヘL
牛
J

で
こ
又
τ
ルレ！一、みつ一

J
1
t
E
f
d
ア
’

1
7ぺ
員
百

リ、

Y
株
式
会
佐

ゃん

7リ
別
紙
明
細
表
記
載
の
維
利
J

一ぺ務
JV
氷
川
れ
す
る
こ
し
、

vーが
A
に
V

の
党
一
勺
す
る
株
式
の
全
部
を
割
り
市
て
る
と

7
、？
r
を
内
谷

こ
れ
に
志
づ
く
新
設
分
割
を
「
ム
作
新
説
分
割
と
し
う
）
、

と
す
る
新
日
以
分
割
引
4
3
青
を
作
成

L
（
以
下

司
午
一
く
は
一

u、

の
が
守
門
戸
出
品
川
「
J
L

が
な
さ
れ
、

＋
九
件
新
一
引
叫
ん
川
訴
の
効
力
が
生
に
ご
本
件
一
命
一
一
品
分
間
に
よ
り
、

Y
は
A
か
ら
一
部
の
渋
務
を
不
継
し
、

A

は
上
日
承
献
に
M
T
G
債
務
い
っ
き
重
摺
宜
的
倍
、
ホ
パ
引
4

一
、
け
を
し
た
が
、

本
山
杭
保
証
箭
掃
は

Y
い
承
継
さ
れ
な
か
っ
た
っ

A
L
ド
よ
、

i
t
 
洲
町
一
〈
＼

戸
い
公
判
分
布
存
一
同
同
と

L
F
、、

Y
に
対
オ
公
立
七
権
内
作
恥
な
引
山
手
続
を
し
た
口

」
J
d

、

l

／

｜

 

上
中
川
不
致
産
に
つ
い
亡
、

J
円
v

d

l
l／

 

A
が
本
付
新
設
一
句
笥
を
じ
れ
f

当ム行

一
今
一
ベ
ノ
乙
可
円
の
判
川
内
ヘ
ホ
ん
が
あ
つ
れ
J

O

し
か
し
、

本
什
川
小
説
昨
に
は
約

内代

T4ω

、伊、
ηリ

j

b

d

〈

巳〉

レ！
J
十
J
U

、

、
門

本
件
不
動
崖
以
舛
に
ほ
常
務
の
引
当
て
と
な
る
よ
う
な
特
段
の
資
万
を
有
し
て
お
ら
す
、

半
汗
新
設
一
吋
U
2
1

お
よ
び
そ
の
荷
役
に

〕

〆ハ. y 
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ノ
れ
わ
れ
ト
株
式
会
訂
じ
を
利
た
に
「
以
す
す
る
新
一
凶
八
刀
訓
仁
よ
い
け
、

マ
お
ふ
ぴ
G
の
株
式
以
外
に
は
ふ
γ

く
資
崖
キ
ー
保
有
し
士
い

じ
に
対
LF
る
ぷ
件
九
日
寺
山
債
権
ゃ
っ
ち
つ
コ
ペ
ノ
リ
～
円
お
ふ
ぴ

な
お
、

X
は、

A
に
わ
U

J
＼

の
工
払
い
を
ぶ
め

L
P
h
w

つ
ふ
J』

る
訴
え
を
交
起
し
、
干
戎

r
u
紅

ト‘

む
じ
、

X
の
一
副
本
を
公
訴
訟
、
台
ー
す
F

包
〕
片
山
り
判
決
九
九
J

一μ
い
伐
さ
れ
て
い
る

以
i
内
事
尖
河
川
仰
の
も
と
7
＼

本
品
川
ぬ
設
分
間
い
か
詐
土
門
一
行
為
に
い
づ
口
一
人
む
と
し
て
、

本
？
？
令
部

X
が、

Y
に
け
刈
し
、

ぞ7
5ワ

』~s
d I 

μ 

F
rポ
殺
の
取
出
し

州
パ
ム
行
，
ゆ
移
転
登
之
の
い
抹
消
な
記
手
続
会
求
の
た
の
が
本
川
一
品
川
で
あ
ん
ザ
巳

y 
h土

訴
設
分
お
は
計

一
一
れ
に
対
1－

宝
刊
行
為
取
泊
維
の
対
象
と
な
ら
な
い
k

ι〉

本
判
決
の
要
日
円

川
市
民
裁
は
、

l
E
J古
来
幻
（
X
の
指
求
訟
を
し
、
十
万
一
部
審
；
は
じ
く
、
只
？
出
匹

同
条
に
よ
り
許
E
行
為
市
川
許
権
を
行
使
し
て
、
九
山

打
点
立
の
効
ケ

いし
y

い
J

ノ
以
で
の
ぶ
設
分
割
の
取
れ
を
認
め
た

平
判
決
は

寺
JF4y
、
山
村
設
分
割
引

のト

て
い
る
こ
一
刻
設
日
割
は
、
川
川
洋
権
今
目
的
l
一

律
行
ム
了
r

じ
て
の
位
農
キ
右

1
9勾
yu
の
守
あ
る

ζγ
っ
こ
こ
が
で
き
る

他
ト
々
で
、

新
b
J

士
会
U

灯
台
前
引
を
ご
の
内
特
に
A
，

の
組
織
い
川
附
す
る
ノ
打
為
で
も
あ
る
｛
。
こ
の
〕

h
7
4析
点
分
割
の
性
質
か
ら
す
れ
は
、
当
快
、
に
新
設
一
万
一
判
が
許
J
z
r

行
為
取
消
悼
恨
の
対

ま
に
な
る
と
解
す
る
こ
ζ

も
勺
き
ず
、
新
一
一
八
一
万
九
九
に
つ
い
て
詐
市
一
r
行
為
収
消
権
を

C
便
し
て
こ
れ
を
攻
リ
消

L
Z
ょ
が
一
～
き
る
か
rh
コか

に
う
い
て
は
、
新
設
分
割
い
渇
す
る
会
社
法
そ
の
他
の
必
ヘ
ド
に
お
け
る
話
想
J
4
の
刊
行
委
史
に
検
討

L
二
判
明
す
る
こ

2
を
悼
す
る
と

い
ろ
ノ
ミ
き
で
あ
る

そ
こ
f

、
検
討
す
る
と
、
ま
ず
、
公
社
法
そ
の
約
の
ん
…
九
J

お
い
て
、
新
設
沿
い
剖
が
詳
古
行
持
取
っ
削
格
の
対
象
と
な
ふ
こ
と

を
dA
口
｛
疋
ず
る
什
よ
文
の
刻
｛
ど
は
p

仔
し
な
い

f

新
設
封
パ
W
L
J

号
す
る
株
式
会
H
U

戸
以
ト
ー
新
設
分
ヨ
株
式
会
社

、
、
二
、
：
、

A
＋刻一同吋
μ
一

レ

た
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の
債
祥
寺
を
保
護
す
る
ナ
め
の
揖
た
が
d
リ
ー
わ
れ
て
い
る
が

。
名
門
）

疋
（
リ
均
九
日
を
除
去
、
新
心
分
割
株
式
八
h

F

に

川一

1hl
、

対
L
r、
債
務
内
店
店
ノ
打
を
一
同
ぷ
勺
き
る
債
権
主
は
と
記
慌
た
に
よ
る
保
“
一
置
の
対
象
！
こ
は
さ
れ
て

h
L
1
祈
設
分
割
に
↓
ヨ
リ
新
じ
ム
ニ
バ

υ

す
る
時
ペ
ハ
ム
（
山
村
口
（
江
戸
新
設
分
割
ぷ
斗
株
式
会
吋
／
一
い
、
ぺ

承
継

3
れ
ず
1
1
4
同
疋
に
よ

一
マ
て
の

の
対
象
と
h
さ
れ
て
い
主
い
債
港
行
に
つ
い
て
は
、
詐
言
行
ハ
的
取
消
権
に
よ
っ
て
そ
の
保
識
を
泣
る
必
古
久
性
が
あ
る
場
色
h
m
J
P
じ
す
る
と

手
ご
り
戸
亡
し
ず
の
P
4

巳〉

こ
f

J

A

＼
九
百
社
比
一
十
、
一
対

i

引
な
ハ
リ
訟
の
無
効
を
主
張
す
る
ら
訟
と
し
て
、
法
律
河
町
れ
の
州

目
確
疋
河
川
r
の
開
問
ル
か
ら
店
店

湾
総
や
提
訴
財
閥
や
町
民
主
し

の
す
ザ
ヅ
〈
が
悶
｛
疋
さ
れ
て
L
と
が

〔
五
三
、
非
山
百
行
為
取
別
枠

同
法
一
八
八
条
国
（

の
行
使
に
J
っ
て
お
設
r
J
討
を
取
円
ば
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
山
市
消
し
の
幼
り
は
、

新
設
ハ
刀
叫
に
よ
白
株
式
会
社
の
設
立
の
効
刀
に
は

何
ら
吾
川
郡
け
を
及
ぼ
4
も
の
ご
は
な
い
よ
、
1
つ
べ
き
ご
あ
之

し
た
右

J
J

て、

上
記
の
よ
う
に
債
権
石
川
保
誌
の
必
要
峠
い
が
あ
る
場
介
に
お

ー
さ
i
、
i
凡
之
、
J
川
リ
ず
に

U
〉

L
v
v

、
A
d
b
z
T
、i

h
－
－

u
f
t
R
Lフ
f
F
Z
i

「
ム
ボ
メ
ぴ

て
い
ふ
一
、
と
を
も
っ
て
、

制
ル
叫
分
割
が
詐
t
t
行
為
取
市
作
恨
の
持
象
に
な
つ
な
い

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

と
訴
J
1
3

る
丹
、
と
は
で
き
な
い
己

バ
ケ
市
内
問
：
）
3

d

て、

ー
株
式
会
討
を
ぷ
す
す
る
新
ぷ
分
割
か
さ
れ
た
場
人
口
に
お
い
亡
、

判
設
分
割
誌
止
株
式
会
引
に
そ
の
比
四
作
に

1 

係
る
債
務
が
示
制
さ
れ
ず
、
新
川
習
試
分
却
に
コ
い
と
呉
訟
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
析
点
分
割
株
式

3
t
の
債
権
者
辻
、
民
バ
、
河

粂
の
刊
肌
｛
A
に
ト
ふ
り
、
↓
一
判
宝
凶
行
為
以
消
抱
を
行
九
円
人

L
て
新
記
分
J4止
を
以
h

リ消ー一
11
」
と
が
で
さ
る
／
一
黙
さ
れ
る
〉
こ
の
凶
州
え
は
一
い
お
い
て
は
、

そ
丹
債
山
曜
の
涼
＼
十
ド
必
要
な
現
段
で
訴
設
h
I
部
設
t
J
松
式
会
社
へ
の
権
刈
灯
求
併
の
効
力
作
ど
ぷ
口
J

止
す
る
こ
と
が
一
＼
き
る
と
い
う
べ
、
さ
で

あ
る
u

v4 
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評
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叶川
h

枇
キ
委
託
3
れル
J

街
唯
一
叶
叶
以
九
百
UFA

x 
が

ヤ
〈
乃
ア
十
Ja

一色

3
4
1
h
 

一
校
式
会
が
A

刊
に
対
す
る
債
権
の

A
J川J
1

品
作
γ
h
i

汁

v 
~I 

吋作
A

門
会
付
Y
に
求
wm
ろ
せ
た
こ
と

にムつ人心
7
Q
7

しず、、

Y
に
対
し
、
詐
害
行
為
ば
消
濯
に
基
つ

さ
、
そ
の
取
泊
し
お
よ
び
本
件
二
判
長
に
コ
い
と
な
さ
れ
た
会
社
分
割
を
原
問
、
こ
す

ω引
右
権
移
転
登
記
の
抹
山
立
♂
rJ筑
を
求
め
た

事
長
さ
あ
る

会
目
分
担
が
詐
古
れ
為
取
引
権
の
対
象
1
L
な
り
う
る
か
と
い
う
予
点
目
つ
い
亡
、
第
一
審
は
、
心
人
山
村
分
需
は

権
利
会
坊
を
承
祈

さ
せ
る
刻
否
権
を
討
舵
と
し
た
行
品
で
あ
る
か
ら
、
非
Z
h
H
Fパ
叩
取
泊
権
の
刻
ゑ
と
な
る

の
対
象
と
さ
れ
て
い
な

い
依
権
者
に
つ
レ
て
は
、

公
判
分
割
に
対
す
る
J
U
吉
行
品
取
は
権
C

U
伎
が
百
定
三
れ
る
べ
き
円
白
は
な
い
ぜ
〉
三
詐
主
行
為
取
符
権
の

山川
Mm宋
は
、

分
割
無
効
の
一
一
州
、
ん
と
旦
九
三
て
一
吋
刊
河
を
有
し
な
い
の
で
、

取
消
耐
一
日
仏
の
hv」
事
青
山
に
お
い
て
い
世
幼
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、

尚
一
閃
安
↑
乍
排
出
会
一
等
す
る
、
一
と
は
な
い
、
と
判
ぶ
〕
た

d

さ
ら
に
、
原
判
決
は
第
布
の
理
雨
に
説
明
を
加
、
主
＼
／
心
ノ
ん
訓
の
内
存
に

ト
仇
ぺ

r、
峠
J
山

偵
権
者
は
分
剤
会
社
に
刊
に

d

て
債
格
葬
一
有
－

L
い
て
も
之
抑
止
仕
ρ
f
b

人
つ
一
人
分
訓
八
？
？
に
は
債
務
の
履
行
の
見
一
に
じ
み
が

入
品
い
馬
台
も
あ
り
う
ゐ
の
バ

こ
の
よ
う
右
仏
制
作
者
に
つ
い
て
は
、
イ
計
」
ケ
勺
為
民
的
性
の
行
＋
閉
山
会
一
人
心
「
ι止
す
る
旭
川
p

は
な
い
c

恒
詐
乙
行

九
取
消
極
の
行
市
、
仁
ぶ
っ
て
取
り
消
ι
と
れ
る
の
は
、
知
引
の
お
芹
移
転
に
測
さ
ず
、
会
不
分
割
の
効
ト
M
U
F咋
に
影
響
者
ト
ヲ
え
る
も
の
ご

十
」
ひ
ム
4

L
い

山

ん

r

、）

（
一

l

i

t

ほ事

審
y
一
原
容
は
、
と
も
に
お
存
権
の
木
事
が
取
り
約
三
れ
る
も
の
と
し
ご
い
る
が
、
九
百
川
口
十
分
割
は
持
秘
法
L
し
の
行
川
村
？
と
い
う
側
面

J
b
，r門
し
て
い
る
て
と
と
の
関
係
を
と
の
よ
う
に
当
官
一
一
】
さ
ん
ν

か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

速
の
秋
山
芥
も
今
川
町
、
本
件
の
h

松
山
性
で

主
白
川
叫
が
な
い
に

そ
の
ル
ト
つ
い
て
最
」
阿
波
判
決
は
、

そ
の
日
掛

の
↓
け
ぬ
と
い
う
矧
凶
と
の
持
係
ず
一
九
の
設
内
少
な
｜
一
て

、〉）、

手

fj

γ
一
明
も
分
か
れ
て
レ
た
争
占
ー
に
旭
川
同
ゃ
っ
げ
た
と
い
う
占
、
で
も
面
照
的
と
詐
仙
す
る
こ
と
が
↓
で
き
る

一一、一、
f
h
f
 
取
消
の
け
刈
山
水

ir!:Uにぷ学｝位 l日3'12) I＂別 〆.Zill:L: .I 



がりお
r
p

分
割
FA吐
か
会
引
人
刀
剖
に
伴
、
っ
阪
監
権
の
執
併
で
あ
る
か
に
つ
い
と
は
、

判
注
文
か
ら
必
ず

17η
明
峨
で
は
な
い
が
、
え
叶
一
段

す
の
効
ん
に
川
村
響
が
な
い
と
し
て
お
れ

か
つ
佑
梓
保
全
に
記
事
J
旬
以
夜
で
新
設
会
社
へ
の
権
利
74恨
の
幼
力
会
計
定
す
る
こ
と
が
明

ら
か
一
し
さ
れ
て
い
る
の
て
、
ほ
消
対
象
に
却
す
る
疑
念
は
単
な
る
説
明
の
問
題
ド
ド
す
ぎ
ず
、
宇
、
併
口
約
に
は
解
決
さ
れ
、
い
る
P

一
訂
何
す

る
こ
と
な
U
5
きア却

白
慌
の
移
転
手
一
取
り
泊
し
た
日
伎
の
処
却
に
つ
い
ど
は

日
パ
体
的
な
指
針
が
不
丸
一
れ
て
い
な
い
た
め

な
お

L

、
今
を
に
課
訟
は
残
5
れ
し
い
る

下
級
詳
の
判
決
状
況

詐
古
行
為
山
県
消
を
認
め
た
判
決

京
尽
ぃ
口
問
判
中
！
比

企
法
一
九
一
心
ア

J

ヒヒ良、

／ふ
斗L

11J 

＝
江
主
口
J

何

日

。
じ

海

審

（
全
判
＝
川
六
日
二
一
六
六
、
合
以
九
日
一
一
一

Y

庁
内
山
一
日
、
判
吋
一
（
ハ
）
人
号
一
川

東
京
地
判

T
成

二

－

h

七

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

八
百
三l 

事
案
の
概
要

・
引
と
訴
人
、

は
、
ク
レ
プ
飲
笠

F
業
お
E
ぴ
広
“
三
日
一
仏
下
粂
川
？
を
パ
け
ん
で
い
た
が
、
業
績
が
戸
市
め
て
不
振
な

ヤーーペ？＼、司、、十
t

T
Vム
｝
ず
＝
ノ
乙
京

υ日
目
〔
円
伝
事
業
を
切
れ
献
す
ん
一
め
新
設
分
割
を
計
百
円
し
、

ク
レ
ー
プ
政
支
事
業
に
司
ず
る
権
利
兵
ldH
に
つ
い
て
、

vu
校
式
会
村

い
心
小
川
世
匂
さ
せ
る
旨
の
会
川
引
の
新
設
分
土
寸
へ
以
ヘ

ー本川
γ
公
判
分
十
台
と
い
う
）

を
言
附
し
h
J
H

民
社
に
承
継

3
せ
h

J
九世
7

ゃ
？
作
一
品
人V

ム
什
保
有
の
ほ
ほ
ん
十
て
の
叫
似
恨
の
残
存
在
H
J
川
お
よ
び
負
件
直
の

べ
さ
ん
債
務
に
つ
い
て

γ
判

す
い
註
リ
J

け
問
、

部
ご
あ
り
、

が
市
宮
前
債
務
引
一
ハ
ペ
け
や
す
る
と
い
う
内
谷
川
り
一
川
面
と
あ
る
わ
め
告
権
省
主
ハ
訟
手
続
が
一
切
不
思
と
な
り

ハU
h
栄
一
市
川 ' 

i# 
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号
、
今
一
昭
、
＼
ま
た
、

Y
Fむ

hk
行
の
株
式
す
べ
て
ァ
h
U
に
川
、
し
て
父
付
3
れ
る
も
の
／
忌
れ
た
ぶ
付
会
引
分
割
の
効
力
、
～
J

発
μ
し
ず
人
口

に

V
U
L
と
の
ん
ノ
レ
プ
欽
食
つ
業
じ
回
す
る
格
引
義
務
は
れ
色
に
？
な
継
3
れ九
J

C

な
お

当
初
の

L
a
L
ー
た
め
に
支
昔
は
J

円
↓
で
あ

1" 
X
L山
川
（
？
入
会
計
（
貯
吉

（
こ
れ
ら
は
本
が
i
k
山
村
分
割
の
対
象
外

J

ル
ア
刊
し
て

は
、
本
b

A

ム
担
分
断
以

H
に
vu
引
い
片
岡
H

川市

い
た
と
こ
ろ
、

本
件
池
山
川
湾
人
王
亨
川
市
お
よ
び
約
で
淫
延
山
山
古
人
公
の
ん
払
い
を
求
め
ん
n

ヌ
了
〉
二
、

；
I
j
L
Y
 

木
汗
会
社
分
担
に
k
r
j

u
h
u

引
に
対
し
、

V
社
内
ク
レ
ブ
飲
弐
事
業
に
潟
ず
九
州
権
利
義
泌
を
求
継
l
た
V
H

計
二
対

L
、
本
件
会
初
分
割
が
オ
古
／
h
v
A↑に

h

た
る
と
し
て
、
汁
古

4
1品
取
川
博
に
も
と
つ
一
一
さ
本
件
会
円
分
子
の
取
消
し
持
請
求
す
る

15六日円、
r

引
山
田
悟
’
声
此
山
内
口
金
札
了
の
支
払
い
を
い
お
め
て
提
訴
し
た
乙
V

ム

円
前
求
に
刻
L
、
志
社
は
、
会
社
分
割
は
財
辺
住
や
」
日
的
し
r
一L
な
し
法
律
行
為
と
あ
ソ
ら
か
ら
司
円
行
為
取
市
北
の
対
象
！
と
を
り
え
な
い

主
寸
？
と
反
品
し
打
、

J

フ

わ
一
詳
判
法
の
要
旨

原
市
首
は

X
のザヴオパ一や明仙｛
γ

什
し

口
問
に
つ
き
川
山
積
照
償
を
命
じ
た
、

本
件
被
保
子
炉
作
居
間
の
限
定
で
玄
作
へ
訂
分
割
を
収
り
消
し
、

そ
の
要
旨
は
、

以
下
の
一
一
口
に
集
約
で
き
る
｝

工
会
社
の
新
設
分
需
は
、
新

Y

叫
分
話
会
計
か
ら
利
投
分
布
川
ル
叫
す
ん
ヱ
バ
一
へ
の
だ
広
の
移
転
を
長
去
、
こ
し
、
債
務

zvy
し
て
の
新
設
け
宵

会
社
内
牧
町
度
予
減
パ
ア
さ
せ
ろ
る
法
律
行
為
ご
あ
る
し
か
、
旬
、
他
に
二
れ
を
否
定
す

ω洲
市
間
が
な

U
U
hリ
、
叫
J
M
分
割
は
、
そ
の
泣
首
一

L

、
4
1町

l
門
ノ
イ
リ
一
取
泊
A

併
の
刻
象
に
な
り
う
る
n

日
山
本
件
の
新
設
廿
ぶ
は
、

分
紅
会
引
の
一
校
沿
岸
の
弐
同
刊
保
と

L
L
の
依
也
を
段
ね

L
、
債
権
者
が

μ己
の
有
す
る
官
権
に
つ
い
て
弁
済
を
そ
け
ゐ
干
し
と
を
上
り
例
祉
に
さ
せ
る
、
の
ず
あ
る
か
ら
、
分
割
ム
Z
Hの
伯
、
松
石

を
↓
詐
主
円
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
c

そ
し
て
、
公
詐
害
行
ぬ
ー
に
し
て
取
り
消
す
裁
が
は
、
告
権
者
た
る

X
の
紋
保
全
債
権
の
舘
を
限
度

ir!:Uにぷ学｝位 l日3'11) l"'Jh 〆.Zill:L: .I 



乙
「
る
も
の
で
あ
っ
と
、

五
は
、
免
許
山
川
ど
J

叫

wht
の
現
物
火
山
吉
に
代
え
ー
で
の
川
川
裕
照
償
を
一
内
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
判
小

L

3 

大作
7
r品
審
判
J

け
仙
の
要
旨

基
本
的
に
し
弔

客
引
叶
決
を
J

山
市
・
維
持
し
、
ハ
八
丹
二
内
会
指
摘
し
と
径
五
会
一
栄
却
し
確
定
し
ん
一
口

心
新
設
八
川
町
は
計
古
打
丸
山
引
υ

川
構
内
対
象

日
野
ぷ
分
割
が
た
引
法
ト
基
づ
く
組
給
、
法
の
法
和
行
片
付
で
あ
る
と

L
C
も、

J1M分
割
は
、

新
設
一
句
説
会
初
が
そ
の
山
午
志
社
に
却
し

一、白

1ノν
権
批
い
表
必
の
ル
部
一
止
は

Jmを
新
設
分
寄
設
！
止
会
社
に
品
小
紋
5
せ
る
法
待
行
為
で
あ
っ
一
に
財
え
絡
を
討
ん
札
乙
一

ι

る
法
律
行
為

で
あ
る
と
い
う
て
き
で
あ
り
、
ま
た
、

法
人
格
の
取
得
と
い
う
占
に
誌
は
し
て
ぷ
設
分
割

J

に
」
／
v

之
社
設
ー
リ
を
い
わ
ば
身
分
の
行
為

で
あ
る
と
い
う
二
と
が
で
き
芯
！
と
し
て
も

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
新
設
一
介
割
が
肘
茎
弘
之
円
的
と
す
る
日
比
待
行
為
で
な
く
な
る
も
の
ご

は
な
い
」
一
民
民
は
私
人
及
び
そ
の
取
引
行
為
等
に
適
用
弘
、
札
る

彼
氏
む
島
内
、
会
社
で
あ
っ
て
も
、

ム
パ
社
叫
等
の
お
別
？
？
；
五
一
疋

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

が
な
い
ウ
頃
に
つ
い
て
は
只
り
一
の
応
対
を
交
げ
る
こ
と
ば
v
i
然
で
み
る

1

」

判
設
分
割
畑
、
効
、
け
訴
え
と
詐

Z
行
為
根
山
権
ば
引
火
付
及
び

効｝未
J

ヤ
呉
に
す
る
別
個
の
制
－
ー
で
あ
り
、
新
設
分
割
話
、
効
の
訴
、
え
の
制
防
止
が
あ
る
午
、
あ
る
い
は
新
一
首
分
割
仁
よ
る
新
示
分
割
放
μ

会
社
に
新
た
な
法
律
関
係
が
宇
じ
て
い
る
戸
」
と
な
ど
に
ぷ
っ
て
、

新
設
一
公
判
に
合
リ
存
さ
れ
る
債
増
芸
の

u
宝
ロ
ノ
七
九
州
川
消
栴
の
F

七品川、が

妨
げ
ら
れ
る
三
酔
す
べ
き
恨
机
は
な
い
こ

の
H
坊
が
あ
っ
て
も
許
士
川
止
を
認
定

「
新
設
八
ハ
ペ
l
L
h
J

作
業
町
続
の
た
め
に
弔
い
り
れ
今
む
の
ご
あ
る

t
し
て
も
、

そ
の
こ
と
に
よ
一
勺
て
z計
六
生
が
な
い
と
す
る
二
と
は
C

却
設
分
間
は

債
権
者
が
士
体
』
出
に
）
』
れ
い
に
冴
ヲ
ず
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
行
な
わ
れ
作
品
も
の
で
あ

J

て

J

〉イ
J

河
内
り

f
E
f
Fト

さ
な
い

土
品
川
九

j
I
1

っ
L
て
、
そ
の
情
権
苔
の
多
数
の
同
青
山
を
仔
、

一一
ι日
占
九

：
j
 

か
っ
、
故
判
所
の
誌
可
を
主
け
れ
f

再
牛
計
阿
を
ー
た
め
る
こ
と
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斗
コ
十
一
に
か
け

そ
の
倍
、
権
起
こ
の
内
向
の
民
z
Hト
の
ほ
利
関
係
を
適
切
に
調
整
し
、
も
つ

L
「
設
債
務
4
7
J

の
寸
業
r
人
は
経
治

生
活
の
川
川
笠
を
河
7
Q

こ
と
を
門
口
約
と
す
る
民
事

nd汁
、
に
基
ゴ
く
一
件
ム

f
絞
に
小
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

一
一
円
正
予
判
い

σ
る
場
介
と

刊
列
に
人
中
川
じ
る
〕
こ
は
で
き
な
い
。

玄
木
片
J

は
t
f
百
行
為
の
取
川
が
是
認
さ
れ
る
事
案

「
木
作
被
官
八
十
債
権
ゃ
い
門
川
河
し
得
る
台
、
力
を
十
代
し
し
い
な
い
仙
資
力
の
状
態
ト
あ
っ
た
も
む
が
快
権
者
幸
吉
す

Q
こ
と
を
」
耳
っ
て
ノ
イ

う
総
債
権
以
引
の
共
同
和
保
と
士
Q

段
川
三
庄
を
減
少
さ
せ
る
氏
律
行
為
は
詐
吉
行
為
1
y
i

な
乙
の
で
あ
っ
亡
、
こ
れ
を
取
り
泊

L
仔
ゐ
こ

と
は
J
V
」
件
、
、
で
あ
る
「
な
お
、
桁
当
の
刈
旬
を
科
て
し
た
則
一
註
の
処
分
行
為
の
百
誌
に
、
ノ
い
て
の
破
産
法
（

F
成

六

年

法

律

第

七

立

ロ, 
＼〆

ー
ハ
条
の
規
定
ヰ
考
慮
し
一
lJU
、
本
作
会
引
分
対
が
許
土
寸
行
為
に
＝
訪
品
「
し
な
い
し
一
い
う
こ
と
は
「
さ
な
い
」

U
ー
み
た
よ
弓
仁
、
本
判
決
は
、
新
設
お
剖
J40
詐
害
行
為
取
れ
権
の
は
引
す
と
な
る
t〆
レ
ル
八

i
で
、
バ
川
川
と
ぷ
～
の
株
式
悩
情
が
相
v↓

で
あ
｝
て
も
、
具
体
的
ト
み
と
也
夫
人
民
間
な
担
保
踊
慌
が
減
少

F
る
こ
と
を
問
題
と
？
ν
手
件
新
設
分
割
の

認
め
、
背
中
川
’
什
為
市
引

れ
住
の
守
山
涜
を
＝
円
山
一

L
て
い
る
一

そ
し
て
会
制
分
割
が
一
以
前
の

な
る
と
し
丈
上
で
、
双
山
の
効
来
は
畑
山
対
パ
一
な
も
の

r
し
て
い

J

が
勺
て
、
会
ネ
A

ん
叫
立
の
効
果
ま
で
否
定
LFる
わ
け
一
γ
は
な
い

つ

法
人
約
再
認
の
法
湿
の
巡
↓
を
控
訴
審
て
小
川
｛
止
し
た
判
決

一広告同ー旦同判川
l
J山

ス
ム
刈
一
一
一
八

U
5パ
九
日

f一、
〉

I_: 

第

え

判

宵
」

審

和
岡
山
川
］
山
門
司
l
成

vq 

三
月

3
H

ノ
ド
vz
ド

ir!:Uにぷ学｝位 l日3'1♂1 I ":18 〆.Zill:L: .I 



1 

U47
案
の
川
州
市
子

本
件
会

LT分
割
は

六
店
舗
の
パ
チ
ン
コ
山
の
絞
告
は
2

ア
や
業
と
す
る
も
株
式
会
支
が
、

を
新
一
試
し

荘
一
訴
人
）

Y
J杉〆

b
凡
人
弘
之

そ
こ
へ
も
の
資
産
で
あ
る
パ
手
ン
コ
仏
の
う
ち
経
営
収
え
が
良
一
好
な
A
e
E

屑
舗
を
－
一
市
淀

J

て
、
残
る
店
舗
を
明
鎖
〕
、

vu
の倍山
44晴

苫
x 

vu
は

切

承

杭

L
な
い
レ
い
、
つ
刈
容
の
も
の
で
あ
っ
た
な
お
、

y
l

〉
に
、i

f
v
J
F

（
町
市
暗
殺
主
主
人
～
に
対
す
ふ
債
務
に
つ
い
ど
は
、

支
取
前
な
と
甘
い
の
代
ぃ
r
k
由
明
治
役
V

と
は
剖
一
十
円
関
係
に
あ
る
n

ん
で
の
ブ
口
北
ス
で
は
、

x
－
の
川
浪
湾
計
治
会
前
徒
に
も
関
係
省
と

X
明

係
者
と
の
山
で
協
議
が
な
さ
れ
て
い
れ
f

が
、
品
、

の
中
が
後
、

X
が
知
ら
な
い
阿
仁
木
洋
会
判
分
割
の
手
続
が
在
め
ら
れ
た
、
な

お
、
止
宮
山
惟
号
制
机
回
収
判
束
手
行
う
ザ
1
ピ
サ
！
？
、
あ
る
X
～出、

Y
の
取
引
先
寸
あ

F
J

た
匁

υか
っ
Y
に
刻
一
一
ブ
ス
川
本
件
資
金
渋
権
与
の
波
浪

を
受
け
た
が
、
す
じ
に
そ
の
頃

7

か
っ
vu
は
経
常
の
悪
化
で
窃
比
悼
の
状
況
に
あ
向
、

vh
の
ド
業
川
什
編
ス
キ
l
ム
斗
寸
仁
つ
い
て
協
議
を

L
て

ミ一一づ
v
l
 

本
件
会
社
分
割
が
長
行
さ
れ
た
～
円
、
、
れ
を
知
つ
ど
X
に
対
い
て
、
寸
お
よ
ア
V
いは、

ー
い
わ
い
住
川
沿
引
d

一
前
に
関
ず
る
提
東
な
と
も

ν

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

~ 

J_ 

カミ

会
主
分
割
に
作
、
っ
資
並
一
議

X
と
の
何
で
An
立
が
波
止
寸
る
に
は
ヘ
ふ
ら
な
か

J

た

u
r
は
、
一
一
刊
会
紅
分
割
の
効
し
づ
発
rJ

日？ト

比
一
の
討
価
こ
L
C
V
u
m
J勺
の
♀
株
式
を
取
将
司
よ
い

十
ヘ
件
会
川
分
割
1
絞
の

7
了
戸
川
時
に
こ
れ
を
株
あ
J
J

り
一
円
計
銘
打
で
ー
の

代
衣
取
炉
内
h
u

川
村
民
に
設
は
し
と
い
る

つ
も
は
、

一

J

K

L

、

ぷ
よ
／
ム
い

増
資
に
よ
り
追
加
光
む
し
、

？
の
前
リ
当
て
を
一
受
け
た

Y
が
出
資
L
I
f
jぃ
刊
閉
山
口
三
そ
の
結
果
、

Yフ

ジ〉

す
べ
て
も
の

こ
ろ
と
士
勺
心

x川γ
一
作
品
本
店
請
求
は

v
じ
に
対

L
t
はヘ）一、一

t均
請
求
と
し
て

vu
に
対
し
ど
は

五
億
円
内
貸
金
返
還
請
求
、

l
j

、i＼
父
↓

yb
ノ
不

人
U

誌
の
決
耕
一

の
治
川
本
山
内
出
ー
と
づ
る
u
h
u
V
対
す
る
の
と
同
銀
の
履
行
請
求
、

に
は
f
h

決ノ
f
為
ま
た
は
「
非
古
一
行
為
取
出

住

の
行
僚
を
組
出
と
す
る
】
コ
U

と
川
訟
の
例
議
対
償
請
ぷ
弘
y
p
あ
っ
た
が

一
日
判
決
が
mu－
－
を
是
認
L
C

立
億
円
の
支
払
請
求
を
認

め
た
と
こ
ん
、
本
判
決
以

認
め
す

詐
古
行
品
取
訂
権
の
行
使
会
一
認
め

Y
か
っ
Y
に
杉
h
Lた
λ

日
二
！
U
械
の
事
業
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川
山
価
キ
ー
代
叶
立
環
境
も
期
末

L
、
八
白
川
一
川
程
度
こ
認
め
た
上
で
、

X
は
主
に
ム
ズ
ず
し
八
億
円
の
ぶ
払
を
求
め
る
こ
ご
が
で
き
る
と
料
不
し
た
、

あ
一
審
判
討
の
要
旨

原点鉱山は

v
じ
の
責
任
を
校
拠
付
け
た
っ

ヲ
入
れ
ゆ
i
j

士，

X
と
vu
の
半
業
再
耐
を
め
ぐ
る
所
ぽ

力
法
矧
の
追
出
に
よ
ぺ
て

な
m河
川
総
か
い
ソ
ず
れ
ば
、

互
い
に
伝
核
心
、
利
誌
を
詳
し
く
常
気
な
い
伝
説
問
？
の
義
務
を
ね
〉
て
い
た
と
し
て
、
も
が

X
に
対
し
係
省
ω
7
J

三
戸
目
分
訟
を
実
付
し

そ
れ
に
紛
い
て
株
式
決
夜
十
増
資
を
行
い

X
に
不
同
引
の
同
幌
市
訴
を
被
CJ
せ
ん
ニ
し
し
は
ぶ
十
世
リ
す
り
足
時
怖
に
J
M

背

rる
も
の
で
あ
令
と
誌
定
し
、
法
人
格
k
U
3
ト
の
法
理
一
工
り
れ
の
責
粁
を
認
め
た

Y
の
責
任
カ

Y
か
ら
↓
…
紋
し
か
資

そ
の
結
果
、

fr
の
制
額
に
以
l

疋
さ
れ
ず
Y
の
子
、
務
一
五
億
円
が
基
準
と
三
れ
た

f

3 

持
J

叶
A

晶
判
伏
の
下
人
U
d

己
法
人
格
台
訟
の
法
理
の
遊
間
川
今
台
’
疋

「

Y
は、

A
6
日
店
舗
吾
首
小
川
相
1

し
ご
も
と
は
別
倒
的
i
h
u

全
体
と
ぷ
、
独

υ
し
て
三
業
込
励
会
一
1

J

て
い
る
の
で
あ
り
、

h
d
v
u
に

コ、

t
i

j

u

J

 

A
－

B

店
舗
以
外
じ
も
川
店
舗
を
有

L
、
旧
制
芯
の
ナ
ハ
対
屋
も
保
右
し
て
コ
茶
話
訪
を
行
っ
て
い
た
が
、
平
成
九
日

一
い
行
末
い
引
恥
し
て
高
業
Lrv
る
に
山
す
り

円
六
万
二
五
じ
解
散
L
て
清
LH
中
で
あ
る
つ
ア
ヶ
て
く
、

vu
の
“
入
去
者
と
も
の
代
衣

中

T
山
叫

苫
yp

内
向
に
却

7
渇
係
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

／「

L
刈
J
ソ

f
l
p

－

rtl
’
h
 

vu
が
行
い
じ
ゃ
～
支
配
や
i
h

配
し
て
い
る
1
h
r

実
を
認
め
る
に
足

h
る
碓
た
る
事
百
は

一l
l
h
J
で
3
な
い

U

そ
、
つ
で
あ
れ
ば
、
本
科
目
企
の
割
以
即
に
限
っ
た
と
｜
一
亡
も
、

vhu
を
v
h
t
L
U
刊旧同し、

ー
の
法
ヘ
梓
を
否
認
し
亡
、

V
1
ι

同
様
の
責
任
を
負
制
さ
せ
九
州
の
が
恒
占
「
と
は
一
目
す
れ
で
し
と
が
で
J3
士
川
。

ま
た
、
記
の
よ
う
な
半
清
い
胤
え
て
、
前
記
認
定
の
木
件
会
社
分
訟
に
ム
土
る
一
乃
の
続
狩
に
円
、
ら
す
と
、

Y
と
主
レ
し
の
本
汁
岱
叉

ir!:Uにぷ学｝位 l日3'18) I，，；υ〆.Zill:L弓｜



日
務
の
返
済
や
三
千
ぺ
刀
剖
に
関
す
る
交
泌
を
宇
津
的
、
十
体
的
仁
行
3

て
い
た
の
は
、

vu
で
み
の
コ
て
、

V
じ
で
は
y
d
Y
L
と立

J

か
ら
す
れ

ば、

v
r
d
門司

irx
と
（
ハ
マ
関
係
〈
忠
一
品
別
！
松
竹
h
r
の
責
任
ヤ
立
務
を
凸
円
ハ
、
っ
と
ま
で
は
解

J

学
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
一

〕
た
が
コ
て
、

X
の
、
法
人
“
叶
灯
台
訟
あ
る
い
は
権
利
清
司
な
い
逗
義
別
手
…
r
叫
に
忠
一
づ
；
契
約
ま
ケ
ー
の
よ
阪
は
、
採
用
す
る
こ
と

が
で
美
己
九
l
d

い。

九ハ〕
4什

l
門
ノ
イ
リ
一
取
泊
権
の
一
イ
パ
伎
を
吋
L
U

木
作
会
計
分
割
は

本
件
株
式
弐
夜
帰
へ
ひ
＋
付
山

mu立
と

X
に
け
叫
し
、

運
休
の
も
の
と
い
う
「
き
ご
め
る
か
、
円

淀
川
司
自
に
は
、

A
－

H
二
山
対
の
亭
主
収
益
か
ら
の
ヰ
件
資
金
の
市
作
川
門
以
を
告
し
く
m
川
雑
に
さ
せ
る

h
Aー
と
い
う
こ
と
が
で

3
る

η

そ
、
っ
7
る
ど
、

L
ム

J

出
遅
の
行
為
は
、
信
務
者
で
あ
ム
山
q
U
の
『
ん
に
い
則
豆
で
あ
と

h
p
N

肘川
J
t
z
U
2
波
小
ノ
去
け
＼
位
権
百
一
じ
あ
る
V
A

仁
）
同
川
正
を
何
h

つ
れ
な
く

、，一副｝
l

、
i

、

す
之
も
広
亡
、

2

／会六一色

木
利
株
式
決
波
止
び
本
件
憎
ん
官
の
一
叫

V

ム
ふ
ん
ム
ム
オ
ノ
ア
行
為
と
い

、
。
っ
戸
、
司
i
L
＼

9
d

叶り、

、v

・
i
p
州
引
い
U
L
P
d
与
や
i
J
ノ

144ト

の「勺
f

品
に
よ
り
、

X
の
判
読
が
昔
、
損
な
わ
れ
る
結
果
と
な
る
こ
と
に
つ
い
亡
は
、

、いれ～
J

りのレ一守川町

vμ
に
お
い

τ

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

め
ム
れ
る
こ
ま
た
、

L
L
）
不
と
は
、

で
け
い
に
さ
b

泊
二
三
、

L
J山
一
述
の
行
ム
叫
を
実
行
、
）
少
人
も
の
と
い
d

一、し
f

が
で
き
〔
る
〕

ー
門
会
辻
分
割
ば
、
詐
三
一
り
お
を
梢
成
す
る
と
ノ
に
な
る
か
ら
、

X
は
、
詐
Z
J勺
為
取
れ
性
の
行
淀
に
よ
り
、

以
ー
か
り
す
る
と
、

大
批
判
会
仕
分
掛
川
同
体
、

vu
に
忌
継
が
れ
た
主
‘
日
市
川
舗
じ
河
す
る
権
利
義
務
あ
る
い
は
権
利

一
角
民
監
〆

J

ア
〉
庁
丸
山
け
〕

f
じ
丈
ゾ
ヲ
旬
、
一

6
J
J
U
E
J
i
7
3
a
 

こ
が
さ
き
る
も
の
こ
い
へ
べ
長
一
で
ム
め
る
こ

レ
こ
ろ
で
、
：
／
こ
れ
ら
の
一
承
拡
を
取
り
泊
し
て
も
、
況
に
本
刊
行
株

L
一
L
、

J

J

イ

さ
ら
に
本
h
M
J

的
資
も
行
わ
れ
て
い
る
二

と
、
新
む
叫
ん
式
什
C
あ
る
vhu
に
ぷ
い
じ
事
議
が
紋
続
さ
れ
て
声
て
お
り
、
そ
の
世
刊
の
災
す
い
の
変
説
J
h
牛
じ
L
M
る
こ
と
が
枚
パ
認
さ
れ
る

こ
と
、
で
の
一
月
じ
、
分
間
会
社
じ
あ
る
γ
Lア
間
信
じ
た
後
解
欣
L
C
U目
算
中
で
あ
乙
こ
L
L
生
7

か
り
寸
す
れ
ば
、
良
川
ん
し
た
資
丘
を

和
引
に
判
定
じ
た
」
上

P
返
還
さ
せ
る
こ
と
は
若

L
〈
山
内
離
と
い
う
こ
と
が
寸
き
と

！
？
：
：
に
豆
、

A

ノ：
ι
よ
し
一
｛

引
物
の
退
問
哩

ノ
L

ー
す
る
と
、
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h
r

む
資
自
作
令
部
、
す
な
わ
ト
つ
つ
業
譲
抜
高
子
γ

－
一
術
絞
）

に
代
え
て
、
そ
の
向
山
市
川
の
l
h償
の
点
以
で
の
沼
町
辺
を
認
め
川
村

FTL
こ
に
な
る
と
こ
内
、

を
前
提
と
す
る
事
業
何
拡
に
相
υ
り
す
る
価
柊
の
k
m憶
を
ぷ
め
得
る
も
の
と
解
す

待りリ寄稿

る
の
が
相
当
で
あ
る
汁

hu
か
ん
い
じ
仁
移
転
さ
れ
て
流
出
し
た
の
は
、
八
－

R
二

r仙
の
事
主
で
あ
る
y

ご
ろ
、
事
業
継
続
守
口
提
レ
一
す
る
き
の
事
法
川

パ
ィ
ナ
ン
7

業
界
を
取
ハ
リ
山
十
一
内
く
符
！
臼
報
提
が
践
し
い
状
川

T
A

件
会
社
f
A
剖
に
f
h

り
氏
一
継
さ
れ
た
U

長
也
ー
を

情
と
し
て
は
、
；
札
一
に
お
い
て
は
、
花
U
の
営
業
利
誌
を
ム
げ
て
い
る
が
、

治
円あ
ti. る
f~ヒ、

ル k
＂ λp 

""' 号テめを
る 践
の転
がす
伺ア／ρ 

、＇1 ~ 
'C' 

あプ
るl～ιt

l 士
σ〉
意
!;:' 
喜

許
土
門
行
為
引
刑
法
修
の
行
使
ふ
ん
ι
訟
め
一
一
、
本
判
決
と
同
一

出

力

t
ハ
ゲ

百
二
、
必
大
阪
高
判
平
成

判
ア
必

じ

一
一
件
百
万

判
以
北
二

七

宍
判
二
一
今
立
五
百
四

スム川刊行

全

法

九

工
立
川
勺
叫
八
？
司
、

五けす

♂
け
円
、
判
タ
一
一
七
比
号
二
＝
一
円
ハ

J

の
行
人
崎
山
が
認
め
ら
れ
る
カ
て
け
が
ず
の
議
ん
叩
に
つ
い
て
は

体
の
山
明
日
川
し
を
呪
一
昨
日
ト
認
め
し
い
る
が

会
引
の
設
立
2
い

FLに
留
意

L
た
い
。

ト
以
～
に
あ
る

渋
川
八
六
万
人
ひ
っ
つ
円
の
＝
分

mu

川
叩
日
一
じ
あ
る
八

の
方
向
三
千

1
抗
判
例
と
し
て
は
、
小
川
γ人
阪
地
判
干
成

人

ニ

ハ

（
A
4

（

t
u
一
九
一
ム
ハ
コ
J

一
心
八

わ
仙
h
r訴
j

丘
、
ぬ
東
京
地

ーハ｛只、
A
J
1
4

寸
、
一
計
八
川
一
一
い
勺
一

〈
七
L取
ロ
ハ
古
い

いい十日円、

判
叫
町

0 
J、

守
ハ
、
れ
吠
±
山
一
札

。
口
ヲ
ヒ
仁
五

の
仲
行
訴
也
、
f

九

JR十
け
忌
地
料
市
成

号

一
へ
頁
）
、
一
伝
わ
口
ハ
苧
丹
判
平
成
刈

ド
〈
へ
す
法

"> 

な
μ
多
数
あ
る
〉

L
た
が
円
f

＼
会
社
分
訟
に
許
害
行
為
以
川
弘
明

判
叶
刷
川
上
克
川
相
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
ご
、
さ

な
打
、
本
判
以
は
会
社
介
制

U

の
一
？
お
れ
体
を
収
り
消
す
対
早
ま
で
認
め
る
わ
け
で
は
な
川

ir!:Uにぷ学｝位 l日3c0) I ,,;2 〆.Zilt:l. 弓｜
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' 
法
人
的
制
再
認
の
法
印
を
滋
川
し
た
判
決

古
書
計
制
1
！
ム
斗
叶

J
Yしツ
k

k
i
l
t

－

f

、
ij

三
潤
九
口
勺
一
」
〕
良
、
全
日
一
六
バ
ロ
J

貝
、
立
法
一
品

号
t
I
h
出

〕

l 

事
案
の
阿
川
市
広

本
仰
す
は
、

パ
テ
ン
コ
店
を
紅
白
一
？
ゐ

A
会
引
（
笥
務
超
込
の
状
能
）

に
刻
づ
る
債
弘
幸
一
一
喝
り
一
又
け
た
松
川
理
U
収
穫
情
X
が、

A
4
tり

新
設
分
割
に
よ
η
設
心
主
札
八
の
下
丹
市
J
Z
4
小
紋

L
七
Y

い
つ
い
つ

法
人
裕
一
む
芯
円
以
却
を
問
自
に
八
に
刻
す
る
債
権
に

ιい
つ
戸

日
一
刻
し
ス
払
い
を
求
め
た
卓
宗
で
あ
る
＝
な
お
、

A
の
代
表
背
の
よ
T

が
Y
の
代
式
首
い
就
任
し
て
い
る
じ

？ 

本
削
刊
川
山
仙
の
交
勺
川

本
山
伏
は
、
胃
民

一
民
共
二
じ
み

d

九ーヴ

判
昭
和
凶
八
年

四
日
T
［
〔
）

を
引
刷
、
九
｝
何
人
情
の
常
川
の
山
首
作
と

ν
一、、

（〕

ノ、

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

川U
ド
件
及
川
「
分
割
前
の

Aly一
分
割
伶
川
w
y
で
は

そ
の
つ
実
誤
泳
や
支
配
主
態
ば
究
員
的
に
変
化
が
な
い
し
ι
引
川
仙
す
ぎ
る
か
γ

待
ず
、
直
十
JA

ヘ
絡
が

A
の
代
い
な
5
1
h
u
よ
び
そ
の
桜
山
肢
に
よ
り
E
の
ま
ま
に
涜
ロ
ハ
ニ

L
て
え
配
さ
れ
て
い
る
こ
し
て
、
「
ぇ
配
ヤ
バ
げ
を
満
た
し
て
い

フ
一
｝
〆
認
め
た

そ
L
て、

r
F
A一
似
し
（
乞
以
内
辻
、
士
F
は
Ym
主
な
ロ
い
的
を
右
す
る
「
回
的
要
件
に
つ
い
と
、
ぶ
科
会
社
分
却
は
、
こ
の
ま

パ
手
ン
コ
ル
炉
の
経
営
は
品
作

ν

つ
つ

ま
で
は
倒
産
す
る
の
と
、

本
件
九
山
村
分
間
や
利
川
〕
た
川
小
田
技
峠
品
川
河
や
じ
お
う
こ
〕
た
も
の
で
あ

り
、
ほ
か
の
情
権
者
ド
は
債
務
弁
済
に
つ
い
℃
八
人
捗
争
一
行
い
な
が
ら
、

X
い
対
し
て
は
利
保
涼
泊
料
以
外
仁
は
－
切
支
払
わ
な
い
と
い

下
つ
世
庶
を

民
し
て
と
円
、
介
済
の
古
人
捗
に
も
出
じ
ず
f
h

誠
実
な
対
応
を
と
J

て
い
だ
こ

2
等
か
り
、
ー
や
川
青
山
辺
ス
よ

l
A
の、一

U
門前

は、

X
に
刻
す
る
債
此
刊
の
支
払
い
ま
免
れ
る
こ
と
ト
あ
っ
た
も
の
で
、
小
付
ん
ム
社
分
視
を
そ
の
た
め
の
世
な
る
追
刀
と
し
て
利
弔
L
よ

っ
と
し
た
方
町
い
じ
か
市
川
わ
れ
る

配
4
「

pu恥
待
じ
き
る
バ
ヘ
起
に
あ
っ
た
じ
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
件
会
社
分
会
に
よ
っ
て

J

、Ii

、

L
カーミ

X
は、

y 
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A
ム
h
J

コ
配
υ
「
を
そ
け
ゐ
呈
込
み
が
ほ
ほ
な
い
に
が
寸
し
い
状
LK
に
な
り
、

一
日
間
格
差
問
刊
の
公
平
を
欠
く
援
め
て
さ
高
IUな
結
茶
を
Y

れ
で
じ
る
も

め
で
、

足
立
引
に

K
L近
川
氏
ま
r

は
不
当
な
い
民
的
を
有

L
t
い
た
い
J

認
疋

L
P
っ

そ

L
て
、
「
法
人
怪
否
認
の
叶
い
迭
は
、
詐
主
／
七
為
ほ
消
権
と
は
そ
の
ま
件
改
ぴ
幼
宋
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
亡
、
↓
一

M
t
p
t九
日
川
消

ほ
加
が
行
授
で
、
さ
な
い
均
ム
れ
で
＆
け
れ
ば
、
法
へ
倍
否
認
の
け
川
い
河
が
迎
崩
で
主
な
い
工
Y

も
な
い
三
と

L
v
t、
「

Y
は
信
託
制

i
、

加
は
人
で
あ
る

P

一
と
を
連
山
と
し
亡
、

X
の
本
μ

肯
rM
引
い
対
す
る
責
任
を
免
れ
る
こ
し
k

は

112三
れ
ん
ゆ
い
一
と
結
論
つ
li

木
件
は
、
持
出
行
為
取
消
い
恨
の
打
使
に
よ
っ
て
も
解
決
で
き
た
事
業
と
み
る
余
地
も
あ
ゐ
が
、
半
判
決
が
、
法
人
格
百
一
誌
の
法
理
を

底
閉
山
し
て
併
や
し
た
の
は
、
満
額
の
論
求
を
説
め
る
の
が
妥
当
レ
一
判
配
し
た
こ
と
が
そ
の
北
7
4
鼠
に
あ
白
よ
う
に
探
測
ず
き
る
c

四

詐
一
六
行
為
叶
川
市
棒
、
と
法
人
絡
否
認
の
法
理

刈
お
の
掛
川
要
件

詐
予
行
為
的
引
消
格
に
関
ー
三
、
は
、

主
主
れ
土
、

；
i

v

y

h

 

A
4
引
分
割
に
州
出
様
の
行
使
を
認
め
る
こ
こ
を
前
日
紅
に
、
小
）
ノ
て
の
叫
ん
象
に
ワ
い
て
、

会
社
分
割
片
体
か
そ
れ
と
も
会
仕
分
却
に
伴
、
一
ノ
格
引

4
い
仁
F

穴
芹
引
あ
る
か
に
諒
一
世
酬
が
移
ぺ
ご
い
る
つ

一、1
U
純
一
持
判
例
て
は
、

実
質
的
に

会
社
分
説
に
伴
う
権
利
竿
に
守
点
が
あ
る
土
う
に
鋭
わ
れ
る
が
、
設
内
政
も
F

〕
れ
と
河
殺
の
ふ
ろ
に
み
え
る

r

，、？一、

ソ
イ
ト
ト

の
川
女
件
ド
ド

つ
い
に
は
、
会
村
分
割
が
債
務
者
の
責
任
対
自
の
去
質
内
な
減
少
を
い
問
主
債
権
者
会
事
ず
る
行
リ
一
（
各
折
山
一
帯
広
仕
）

か
あ
っ
て
、
ん
常
務

首
－
主
v
恰
有
が
斗
オ
引
い
古
内
事
作
ん

L
Y
V…っ
て
い
る
こ
と

（
、
鉱
山
要
件
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ハ
手
、
し
て
、
行
為
一
の

J4F声
斗
に
関
し
て
、

H
民

一
む
の
河
川
内
は
、

阿
古
の
変
悶
を
市
犯
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
そ
れ
を
独
白
一
の
以
内

詐
古
行
為
と
許
L

ム
意
思
を
分
け
る

速
の
行
為
と
ほ
拝

L
、
総
ん
的
に
判
断
す
ふ
何
限
関
係
一
討
に
！
i
つ
傾
民
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る

f

f¥ 
y 
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乃
上
ム
E
乃
前
川
口
こ
っ
ハ
て
立

、
試
［
〈

j
！｛
J

l

l

羽
刊
了
を
小
ぜ
た
最
利
昭
和
凶
川
年
一
月

バ
、
人
民
百
の
市
町
ー
こ
そ
の
必
散
化
の

民
朱
二
一
巻

H
7
4

r

民
集
七
巻
九
川
す
一
四
へ
）
円
ど
が
、
法
人
裕

一？貝」

じ
川
町
杭
い
て

最
汁
昭
利
引
門
八
内

j 

円

ノ、

円

の
慌
爪
を
～
認
め
る
の
に
支
配
の
変
件
を
1

実
質
的
同
二
什
L

A）
要
件
乙

L
、
新
旧
川
会
討
の
実
宵
的
川
性
を
川
山
知

法
叩
ぺ
内
週
屈
の
川
一
人
u
を
川
寸
析
し
た
。

（
民
集
主
大
井
r

六
u
J

－
】
川
二
民
）

i

；し、
t
E〉
4

v
一
ル
ノ
｛
ト
h

ヒ
耳
立
グ

U
町

リ
r
L

1
1日

ム
五
円

さ
も
伺

じ布ル
l
y
v〕
「

1
h

様
で
あ
る
巳
多
数
訟
は
、

法
人
併
の
溢
吊
が

i

為
一
る
と
い
う
た
め
に
は
、

そ
丹
川
口
バ
廷
に
あ
っ
て
支
配
し
て
い
る
者
に
よ
り
さ
の

ま
ま
に
毘
兵
し
い
し
て
支
即
心
さ
れ
て
い
九
州
と
い
う
当
皆
、
自
同
一
昨

支
出
力
安
刊
）

元一
L
J

工
，
込
町
告
に

一
違
法
ま
た
は
不
法
の

が
あ
り
、

目
的
（
川
出
此
の
安
川
川
）
が
あ
る
門
吋
台
と
し
て
き
た

い
ず
れ
に
せ
ト
ヘ
法
人
格
品
日
記
の
I
い
理
争
直
刑
［
て
き
た
こ
れ
ま
て
の
級
長

の
判
例
を
み
？
／
w

限
け
、

p

」
の
法
対
冠
制
の
ほ
γ

川
口
ふ
支
配
安
件
レ
r
門
的
製
作
に
即
し
て
洋
紙
レ
検
討
し
て
い
る
と
は
い
え
そ
与
に
な
L

む
し
ろ
、
枯
パ
ト
の
安
当
性
か
ら
、
p

の
伝
理
法
引
の
去
っ
ア
行
本
判
断
し
て

ν
る
よ
う
に
み
え
る
つ

な
お
、
伝
人
格
h
U
T
，
仙
の
怯
坪
は
新
設
完
剖
に
限
定
ぷ
、
活
用
さ
れ
る
べ
失
で
、

吸
収
分
割
の
場
ん
い
に
は
じ
取
引
と
7

二
Zμ
人
情
は
h
u
認

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

ν
ご
れ
る
べ
非
で
な
い
と

溢
弓
的
M
U
孔
分
割
に
お
い
ど
ば
、
白
人
倍
汗
訟
の
川
崎
ト
］
む
支
配
者
グ
ル

η

ノ
以
外
的
株
－
が

－m継
会
辻
に
J
引
在
し
、
山
「

γ

山
林
土
に
一
山
ユ

γ
2苧
出
が
な
い
に
も
か
か
わ
り
す
、
法
人
昨
町
内
J
U
J目
さ
れ
る
こ
一
仁
よ
二
、
分
割
八
h

F

の

叶
己
の
狩
ハ
バ
付
川
依
が
減
少
ず
る
形
で

Z
さ
れ
ム
守
℃
ど
が
問
訟
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
一

債
務
手
バ
J

一リJ

～
け
る
こ
と
と
な
り
、

～
～
れ
は
、
法

人
洛
人
j
J
R

の
渋
川
境
内
泊
所
時
間
企
浪
J

止
す
る
も
の
と

L
て
閉
山
胞
に
位
す
る

ワ

向
釘
の
時
係

残
存
六
八
梓
V
告
を
保
護
す
る
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
え
法
回
二
凶
条
の
非
主
い
行
為
収
旧
作
の
ね
院
に
上
る
べ
一
JF
か
、
そ
れ
と
も
法
ヘ
杭

ru沼

の
込
山
内
の
製
作
を
引
に
慌
た
せ
ば

そ
れ
を
制
一
則
ず
る
府
決
も
訟
め
ら
れ
る
べ
う
か

p

v

れ
に
つ
い
て
日
解
は

分
さ
れ
て
い
る

11 J) 
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方
一
七
、
法
人
r
M
5
d
の
法
理
の
安
件
は
、
支
配
こ
ド
ロ
的
に
あ
る
が
、
詐
」
μ

的
じ
的
が
認
め
ら
れ
れ
ば

d
t
行
為
収
れ
権
に
よ
っ
て
侃
一
長

が
だ
況
で
え
い
る
か
ム
、

F

」
の
て
つ
な
場
合
に
法
人
裕
行
却
の
j
u
刊
を
け
j
っ
引
す
必
要
は
な
い

マ
匂

ク
ご
引
反

rm一、
法
人

沼
ア
一
訟
円
法
理
は
、
会
社
と
そ
円
背
後
の
主
と
や
同
一
明

υ
て
街
中
T
な
解
討
を
到
る
こ
と
を
的
と
す
る
も
内
て
、
法
務
長
↓
し
よ
る
声

任
対
岸
川
減
少
わ
為
を
行
認
す
ふ
こ
y

で
対

M
U夜
ム
ゲ
一
翠
ろ
、
っ
と
す
る
詐
古
行
八
可
取
山
権
レ
は
、
州
司
度
の
越
己
H
や
目
的
が
更
な
る
レ
一
い

下
つ
こ
と
も
で
き
る

U

む
l
ろ
、
詩
書
行
為
的
恥
消

L
の
ご

2
3よ
い
き
叫
し
的
な
処
川
崎
が
生
じ
な
い
法
人
泣
い
斉
η

リ
仙
の
法
却
に
よ
る
ん
明
以
が
望

一
ρ

ま
し
い
と
す
ゐ
り
併
も
あ
る
。
ポ
主
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
法
附
刊
の
巡
崩
日
よ
ら
さ
る
を
え
な
い
場
介
も
あ
り
え
よ
う
下
、
円
羽
？
止
規
疋
で

手
、
中
」
争
解
決
が
す
き
る
の
ぜ
あ
れ
ば
、
て
」
さ
ら
こ
の
は
却
に
よ
ゐ
と
て
も
な
い

rあ
ろ
う
c

法
人
以
川
ボ
門
誌
の
法
珂
が
涜
引
で
」
ゐ
れ
ば
、
分
割
合
引
の
債
権
者
は
承
約
九
山
村
埠
に
対
し
債
権
の
前
払
請
求
を
す
る
こ
ー
と
も
可
能
レ
J

な

ii 、

し
か
も
ん
し
げ
司
会
れ
か
ム
移
転
し
れ
資
重
に
限
ら
ず
、
分
可
戸
伎
の
事
装
を
述
じ
て
何
十
一
計
浮
か
ム
も
弁
併
を
受
け
ら
れ
る
法
人
格

r
h

什
認
の

μ坪
が
伎
の
出
制
茂
の
濃
川
に
よ
る
解
決
「
か
ド
川
町
把
な
均
台
に
の
み
補
充
的
に
認
め
ら
れ
ゐ
べ
主
も
の
と
ま
で
占
え
る
必
長
は

な
い
と
の
品
不
問
Jυ

同
切
か
ら
、
止
法
的
解
釈
論
と

J

て
、
詩
書
行
為
沢
市
桂
川
の
机

U1F一
勧
菜
、
L

ノ
法
人
的
怖
い
れ
口
認
の

υ却
の
戸
々
的
一
述
弓

一i

m検
討
を
？
慨
す
る
見
市
も
あ
る
こ
こ
れ
は
、
広
田

4
1
川
会
ポ
ー
分
割
に
お
け
ノ
る
債
約
料
一
保
識
の

υ
法

E
き
捜
し
て
い
な
い
現
段
階
一
」
は
、

法
人
悦
パ
ハ
］
誌
の
法
相
同
日
午
に
L

h

’Q
解
決
も
効
県
的
と
い
う

F
Z
で
あ
ム
リ
ト
ペ
こ
確
か
に
、

F」の
J
G
J
J
T
直
開
J
q
ゐ
こ
と
で
引
業
に
岱
っ
と
は
主

v

な
州
炉
パ
れ
を
怒
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
い
叫
ん
、
法
人
前
1
1

認
の
法
刊
の
長
件
論
と
し
と
は
惜
別
具
体
的
な
安
打
内
明
雄
化
が
求
め
L

りれ、

そ
れ
が
実
刑
制
さ
れ
る
ま
で
は
月
丈
似
定
の
解
釈
と
淳
一
況
に
よ
り
桝
久
し
、
ま
れ
～
旅
守
さ
れ
た
私
法
の
一

ご
柄
引
は
「
る
の

で
あ
心
7
l
ぃ
、
っ
て
と
い
小
、
き
る
。

の
法
部

t
解
伏
し
た
い
れ
片
手
は
、

あ
る
い
は
満
州
制
請
止
を
認
め
る
べ
、
さ
事

同
で
あ
っ
た
り
か
も
知
れ
な
い

ir!:Uにぷ学｝位 l日3c1) I＂＇＇°〆 .Zilt:l. 弓｜
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' 
解
決

ω方
p
川

－
U

判
主
円
行
為
取
消
権
行
犯
で
解
決
す
2

引
に
は
、

泊
条
じ
佼
拠
す
る
ほ
か
な
い
が

こ
れ
に

7
れ
ば
、
法

堤
行
法
の
枠
組
で
は
民
法
潤

人
洛
人
j
J
R

の
渋
川
認
の
ご

fE二
段
条
攻
を
挫
け
一
、
別
『
F
入
既
定
司
直
川
町
ご
解
抗
す
る

P

て
が
で
き
る
）
し
か

L
、
詐
小
一
行
為
は
消
権
に
よ

、
J

、

フ一

7

人
庁
副
会
村
の
債
は
者
が
承
献
会
社
主
に
請
求
に
き
る
領
が
そ

P

一
に
仲
刊
さ
れ
た
白
芦
誌
に
い
制
取
さ
れ
ふ
た
め
、

承
継
会
社
主
t

の
JH

刊
が
一
明
杭
え
れ
る
メ
ソ
，
ト
が
あ
る
一
足
凹
、
清
求
州
明
会
科
昇
山
必
ず
る
作
品
一
が
必
ま
と
な
る

U

し
か
も
、
民
法
回

五
条
に
｛
仁
め
る
T
h
Z
ノド

片
付
取
引
権
の
お
己
円
カ
ら
す
れ
ば
、

H

叩
状
を
回
復
す
る
た
め
、
原
川
l
L
し
て
目
的
物
や
債
務
者
に
返
還
1
9
る
と
い
行
効
果
に
留
ま
る
と
解

さ
れ
る
c

と
こ
ろ
が
判
例
に
よ
れ
ば

取
引
慣
権
者
は
山
同
ロ
い
へ
の
引
き
引
は
し
を
求
め
る

区
山
ば
さ
れ
る
の
が
令
池
山
・
動
古
「
て
あ
れ
ば

と
が
一
じ
さ
、
企
Jh
の
場
ム
↑
は
位
の
結
権
昌
に
八
万
rも
す
る
長
時
勺
も
な
い
い

J

E
れ
る

t

、l
j↓l
l

↓

J

J

ル一

j
q
引制ト市『川副川ふ八

一
二
一
点
主
八
巻

ロ
J

↑
レ
ー
ハ
可
h

o
t
O百
円
三
し
た
が
勺
て
、

へつ
J

取
U

れ
υ
債
比
伴
者
は
ふ
川
実
上
の
後
先
弁
肉
、
山
d

一
ぇ
け
ふ
れ
る
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る

j) 

Lっ
σ〉

と
~~ 

'' 
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『
同
一
一
小
判
川
町
仲
和

ヒ
一

0
・
九
民
集

六
事
一
f
J
呉
4

uL可
返
包
況
に
代
え
て
匂
訳
出
川
、
償

三
、
れ
司
令
場
／
刊
、

で
う
だ
ト
y

す
れ
ば
、

取
れ
債
権
背
が
じ
一
〕

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

の
債
権
額
そ
示
談
公
い
？
L寸
に
白
蛇
詩
人
一
で
き
る
と
い
苧
つ
苦
味
で
は
、

こ
♂
に
ら
な
乙

J

宗
人
格

5
3の
パ
仏
却
を
淀
川
市
〆
九
J

結
え
と
機
終
的
に
ば
和
似
す
る

般
条
三
の
適
町
仁
J
V
在
す
る
十
〈
安
’
疋
さ
が
て
一
め
な
い
が
、

こ
れ
い
u
h
h
L
て
、
法
人
権
問
川
説
法
叩
刊
の
姐
出
に
ホ
る
恨
決
で
は
、

m 

刊行
A
4
を
迎
凶
附
す
れ
ば
、
分
市
開
会
社
の
パ
尻
権
主
は
一

γ説
会
社
h
J
負
う
べ
き
治
必
の
総
凶
い
を
請
求
と
き
る
の
で
、
詐
害
行
為
ば
消
濯
の
打
叫
ん

に
要
求
さ
れ
る
事
主
情
止
を
踏
ま
え
九
J

賠
償
請
求
領
内
悼
に
が
ん
広
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
迅
連
な
解
？
叫
が
期
待
ご
さ
る
、
そ
の
反
問
、

話
止
さ
れ
る
知
の
債
務
白
川
和
が
五
六
ー
に
な
り
、
ポ
都
会
社
主
寸
の
債
権
L
n
に
胎
な
結
束
、

t
L叫
ん
ザ
場
合
J
h
あ
り
う
る

U

同
札
お
な
事
案
に
似
つ
ど
こ
の
法
却
を
沼
川
す
べ
き
と
あ
る

f

判
明
ず
に
よ
れ
ば
、

土「八、父行、
1
1
1ノ
t
、
円
よ
、

L
／

4
7
1ぺ
一

L
U
L判
r
b

汁
百
日
ぬ
刷
刷
、
山
信
ー
と
は
そ
の
安
川
け
お
よ
び
効
果
を
同
士
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
オ
ru
行
為



待りリ寄稿

日
M
J刊
権
が
行
日
叩
、
店
、
支
一
る
場
ム
号
、
あ
っ
て
も
、
別
途
、
法
人
倍
下
川
一
訟
の
法
理
の
適
用
に
よ
る
が
決
は
可
詑
で
あ
る
と
さ
れ
る
M
M
肉
に
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
組
問
で
き
る
場
合
は
、
明
文
の
い
円
山
恥
の
あ
る
r
h

リ
ベ
キ
受
光
す
る
の

い
へ
、
と
も
で
え
い
y
G
。
ム
去
に
渋
川
到
の
仏
有

L
に

山
河
ー
す
る
変
織
が
不
す
司
令
ぺ
に

の
吉
町
l
ー
が
本
棋
一
い
言
し
の
任
問
削
を
限
度
こ
己
れ
る
の
が
共
一
本
的
に
玄
申
で
あ
る
と
す
る
な
じ
り
、
〆
38

 
同一3
 

ワ
d学ト

人4
 

m凶
仇

法
人
は
I
K
U
訟
の
法
理
の
沼
市
に
よ
る
解
え
は
性
亘
ト
汁
析
す
べ
き
こ
と
と
な
る

汁
仏
人
指
針
り
が
↑
の
法
理
は
、

小
川
市
市
叫
ん
抗
日
目
・
訓
子
ム
ム
討
を
川
崎
塾
す
る
会
什
リ
止
ま
た
は
取
汁
法
の
未
発
達
な
状
地

rM止
問
ず
る
京
一
間
川
ー
を

調
詮
J
9
Q

股
条
目
ー
に
刊
一
き
す

そ
の
辺
川
事
例
を
凶
－
出
す
ゐ
要
件
を
探
求
し
て
も
市
内
呼
と
な
り
、

hm一
山
別
河
川
体
的
要
件
の
円
滑
べ
砿
化
が

要
件
へ
川
と
し
て
重
山
七
、
あ
と
「
法
人
抑
制
f
h

円
認
の
法
理
の
波
川
が
問
也
と
な
る
均
一
凶
は
、
－
工
法
川
門
二
同
条
の
巧
川
吉
ロ
ハ
九
け
取
消
権
的
弱
｛
同
と

九
州
告
し
や
す
L
が
、
詐
害
行
為
市
巾
中
け
の
半
案
に
法
人
格
T

門
誌
の
法
引
を
挫
用
j
る
と
い
、
）

般
条
項
の
技
用
は
慎
市
ド
な
す
べ

J

ペ
レ
／
子

る
見
附
も
ね
川
に
干
張
さ
札
芯
へ

判
例
の
一
般
的
な
也
庁
？
と
し
て
、
法
人
格
否
認
の
以
H
A時
期
の
徴
表
！
と
い
わ
れ
る
必
フ

y
ク
タ
ー
を

裁
判
官
が
判
片
山
引
理
由
中
に
羅
列
…
ん
で
い
る
と

u
わ
メ
る
ふ
れ
手
ん
す
、
民
人
格
否
認
の
仏
却
の
追
川
に
よ
る
は
か
な
し
と

rる
似
仰
を
判

ロ
の
山
内
山
ー
で
明
一
小
す
べ
き

か
も
》
一
人
併
が
阿

の
伯
権
者
が
ち
一
た
の
小
利
、
祉
を
を
け

判
附
さ
れ
た
こ
と

る

こ
の
f

で
）
ヰ
巾
妙
味
な
基
準
で
法
人
制
烹
に
ず
ず
す
る
↓
ト
h
頼
子
長
切
る
の
は
疑
問
で
あ
る
c

法
人
絡
を
否
認
し
て
新
日
会
社
を
川

祝
Lr
る
い
は
、
そ
の
日
以
響
LF
る
1
f

ご
ろ
を
す
べ
亡
者
J
A
f

思
い
入
れ
る
必
裂
が
あ
与
、

司
♂
読
の
結
果
に
つ
レ
一
、
や
む
を
、

xな
い
事
特
が
あ

フ

ω
均
台
一
い
山
肌
f
止
さ
れ
A
V

べ
き

五

会
祉
法
改
正
安
綱
に
上
ァ
信
組
作

会
目
法
制
の
り
直
し
に
つ
い
て

－
U
L
Z
：
：
ー
へ
E
T
I

U
江
市

zuzι
ょう

E
z
f
V
1
ド
A
ム
ヱ
ト
k

一
一
月
七
U

会
判
決
判
的
見
出
し
に
均
す
ゐ
中

lι 

二
」
ヰ

同
一
弘
案
」
や
ま
ー
と

日
月
一
川

u、
「
ム
一
引
法
祉
の
は
直
し
に
閉
山
す
る
小
問
、
点
主
の
砧
足
イ
H
Fい
ん
」
を
公
表
し
、
平
成

同
門

r
T
一ヘ月



R 

「
人
立
↓
法
制
の
コ
バ
相
し
に
関
す
る
要
綱
案
一
を
）
り
ま
と
め
、
日
午
力
月
七

R
の
一
円
審
混
合
総
会
に
お
い
ご
、
安
柄
本
企
要
綱

こ
し
乙
決
定
し
た
そ

F

」
で
、
安
網
J
川：
J
れ
お

h

1

2
主

的

な
r
日
u
F
A
h
v
剖柳川寸
yL
お
け
る
債
権
者
の
保
一
一
尚

そ
の
脱
税
を
U
味
的
に
夫
日
付

J

出
）
て
十
ゃ
い
ね
の
課
題
に
一
吋
フ
州
説
胡
で
概
問

L
、
お
ノ
＼
〉

の
税
律
子
科
象
に

j 

持
続
の
規
引
山
一
行

第
！
万

式ム
l

一、j
n
u
r
J
一
7
干ノ
J
主

nZ佐ノ
1
）

J
1
4
T
J
J
i寸
－

Y正
L
J
J
Z
M竹
一
？

U

p
井戸
l
円
酌
な
ど
利
一
中
／
苛
斗
J
い

、J
叶
f
p円
一
律
A

f

も
；
＝
ロ

、L

、
！
？
一
、

分
山
』
ヌ
ψ

村
A
古

に
不
純
さ
れ
な
い

f、
務
の
位
権
古
一
じ
あ
る
一
山
内
存
債
権
背

X
：4
す
ソ
ら
こ
と
を
川
口
て
人
ム
什
分

割
を
し
た
場
合
に
は
、

B
社
υ寸
ト
汁
し
て
、
「
本
釈
し
も
ん
財
キ
の
出
鋲
を
限
度
l
y

し
て
、
中
」
認
債
務
の
居
凶
行
ー
を
討
点
す

X
は、

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
ふ

d

た
だ
し
、
吸
収
分
制
の
均
台
で
あ
っ
て
、
吸
収
分
割
不
拡
余
計
（
日
に
州
υ
」
筆
者
、
生
が
肢

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

一
叫
ん
勺
剖
の
効
力
が
生
ぷ
〕
時
ド
お
、
二
一

X
を
害
す
べ
き
勺
よ
ス
ネ
知
ら
な
か
う
た
と
き
」
は
、
こ
の
臥
じ
で
な
い
も
の
と
す
る

U

時
世

F

昔日畑山川庁
J

利
設
分
割
の
場
ム
ー
は
、

分
割
の
川
初
心
品
川
仕
し
，
川
に
は
京
都
ト
9
7
Q
会
引
が
存

ιし
な
い
た
め
、
芸
十
zuz
要
件
か
コ
除
外
ィ
」
れ

t
い
る
に
杭
測
で
き
る

f4の
止
国
務
会
一
戸
内
打
L
r
l
Q
責
任
は
、

A
刈
が
X
L
f
4十
円
す
る
ァ
ャ
と
を
知
つ
よ
山
村
分
需
を
し
れ
こ
y

を
切
っ
た
吋
か
ら
一
庁
以
内
い

請
求
止
は
請
求
の
JUY
宍
を
し
な
い

X
に
け
刈
し
て
は

そ
の
期
刊
を
経
過
し
た
と
さ
仁
川
滅
寸
る
も
の
と
す
る
つ
会
社
一
ケ
記
の
効
力

が
生
じ
h
J
じ
t
刀
ふ
り

。
年
を
特
注
し
た
と
き
も
、
同
一
慌
ー
に
す
る
も
の
と
づ
る

U

請
求
作
は
、
分
説
会
批
ド
ヲ
い
一
に
破
f
M
手
続
同
開
始
の
仇

7一
、
再
牛
手
続
関
口
仰
の
伏
疋
又
は
更
生
手
引
利
回
J

引
の
九
段
疋
が

戸
れ
た
と
き
心
、
日
便
す
も
て
」
が
で
き
L

ノホい
J

も
の
と
古
る
c

取人法羊JG2 (" 'lc'1 ISJD '2Ut:L 1〕
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（、
1
2
）
一
一
尖
ぷ
波
及
ぴ
wu
一
業
該
？
M
此
（
州
法
第
六
条
M
N

ト
参
加
）

に
ワ
い
て
も
、
ヒ
一
正
〆
一
一
円
以
僚
の
謂
律
を
政
け
る
も
の
y

す
7

時、

安
調
州
の
慨
安

二
円
安
料
で
は
、
そ
の
帯
広

ι
L～
し
て
、
ム
「
古
行
信
，
取
れ
ほ
（
民
法
川

四
条
、
と
伺
い
綜
の
＋
f

説
的
叫
J
V
i

ゃ
定
め
て
い
，
ω。
九
一
だ
、
↓
f
J

害
行
為
以
泊
治
は
、
他
人
間
の
以
引
の
取
泊
ご
あ
ノ
心
こ

2
ケ
レ
り
裁
判
の
請
求
い
限
定
え
れ
る
f

要
紙
で
は
、

対
思
は

こ
れ
い
対
し
、

現
物
返
還
に
以
ー
’
て
さ
れ
ず
、
＋
間
口
三
相
刷
女
仔
の
上
う
に

B
引
に
裁
判
外
ご
直
長
一
哨
求
で
き
乙
と
し
た
ご
、
本
耕
倒
産
の
倍
額
と
い
う

責
任
限
皮
穏
や
一
設
げ
て
い
る
そ
し
て
、
岐
収
rが
専
の

宇一ム岱、

B
什
が
亜
ル
F
W
Aじ
め
る
こ
と
を
百
打
の
安
川
け
と
し
、
さ
ら
に
京
打
の

除
任
期
間
を
定
的

7

ハ
々
門
派
小
説
グ
山
〉

に
も
以
土
と
円
以
仙
の
沼
津
を
設
け
と
こ
と
と
さ
れ

事
長
議
政

氏
土
し
山
川

な
お

戸一戸当、

ナ
れ
よ
幻

こ
の
よ
ろ
な
規
だ
が
ぷ
リ
り
れ
た
場
九
、

一
条
な
ど
現
行
の
百

υ佐
川
貴
子
に
院
す
る
市
思
｛
心
に
つ

L

＼

、、
i
L
f
k

p
J
F＃

4
小ト

1
f

こ
れ
を

削
除
オ
ベ
え
か
絃
」
し
て
持
、

1
べ
主
か

ム
ィヨJ

3 

山
女
桐
の
迦
佳
一

要
綱
d
一
じ
お
け
る
ふ
柄

L
P
財
産
の
何
討
は
、

の
総
納
で
あ
け

そ
一
か
ら
債
務
の
仙
積
は
み
エ
芹
〕
コ
フ
か
な

し、

ぞ
の
理
由
は
、
「
一
日
産
一
こ
い
ろ
原
語
を
1
日
間

J

て
い
る
こ
こ
の
ほ
が
、
承
継

J

心
治
絡
の

一
目
守
的
主
会

ね
分
川
お
い
ふ
る
公
判
沼
産
力
流
出
に
よ
り
、
残
存
位
以
出
者
い
か
川
崎
川
、
権
回
収
の
可
能
什
会
損
な
わ
れ
な
U

ょ
う
仁
す
る
本
刊
皮
の
口
坊
が
達

成
で
き
な
い
カ
ら
で
あ
る
と
氏
刊
さ
れ
る

U

し
か
し
、
承
級
会
引
の
知
か
ら
づ
れ
ば
、
会
社
分
目
に
上
り
水
絞

L
た
涜
務
の
分
だ
け
対

務
状
況
の
烹
化
の
一
円
能
性
kd
あ
ゐ
と
の
指
摘
も
み
ら
れ

川
町
収
分
訪
日
お
け
る
示
同
性
会
社
の
況
古
川
市
作
者
が
害
さ
れ
な
い
か
と
い
う

山
、
に
つ
い
「
L
汁山、

ー
残
存
資
拡
苔
を
与
す
べ
き
事
変
を
五
九
な
か
っ
た
と
き
は
、

こ
の
閉
山
り
じ
な
い
」
と
さ
れ

E
い
ゐ
こ
と
治
、
旬
、
こ

ir!:Uにぷ学｝位 l日3日l l"cυ 〆.ZilJ:l. : .I 



ぴ〉

の
市
健
在
↓
は
、
成
相
会
生
の
状
締
役
与
に
民
任
を
追
止
す
る
戸
一
ノ
が
で
き
る
の
沿
一
摘
も
み
ム
れ
y
Q
J

ぶ
制
度
で
は
、
残
存

口一

漬
悔
し
rか
ら
の
承
端
会
社
守
に
対
す
る
一
詞
小
と
あ
－
A
V

た
め
、
誠
司
ー
の
高
求
に
限
定
し
な
い
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
つ
裁
判
外
で
も

な
お
、
市
六
一
一
占
の
り
法
に
つ
い
て
は
、
他
人
川
引
法
律
／
れ
為
や
取
り
消
寸
評
吉
行
為
取
消
権

LrRな
っ
と
、

話
ト
中
小
む
き
る
と
い
う
こ
と
い
＆
れ
ば
、

JZ
古
均
九
日
引
分
間
会
多
少
な
り
と
も
訪
汁
じ
さ
る
L

い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
γ一、

（

H
l
一
は
、
例

F
了
討
が
開
始
さ
れ
ど
後
は

要
料
一
川
、
の
残
存
漬
持
者
丹
権
利
の
行
使
は
認
め
ら
れ
ず

管
対
人
一
ヱ
？
に
よ

る
T

引
い
認
権
の
行
使
仁
委
ね
る
こ
と
に
し
て
、
分
割
合
引
の
恒
雄
朽
川
の
け
1
市
J
T
E
る
も
の
と
し
た
コ
な
お
、

千
止
ワ
】
）
は
、
↓
万

存
的
争
市
七
業
試
波
ゃ
粧
人
】
間
人
闘
の
J
H業
誠
一
伐
に
つ
い
て
J

も
、
会
社
分
戸
ト
叫
と
円
拡
に
吟
存
資
権
者
保
乏
の
必
要
が
生
じ
る
た
め
、

円
1
沼
津
が
設
い
ふ
れ
た

続
用
者
の
ム
寸
わ
い
を
定
め
る
会
社
法

事
業
試
ぽ
に
J
d
u

内
械
の
剥
律
が
創
設
さ
れ
4
こ
と
を
山
捉
に

一
一
条
与
の
規
定
日
仏
本
許
士
寸
行
為
取
消
格
的
に
川
一
日
比
し
直

7
祝
実
も
み
り
れ
る
勺

こ

ω
ょ、つに

一」

" 
今
後
に
備
え
て

デ打法改l ・！￥似と許害司会十分剖

か
つ
て
室
長
は

ド
ゎ
中
る
「
f
o

い
会
が
円
割
」

ζ

は

に
あ
る
た
討
が
会
生
げ
訓
で
事
来
叫
バ
十
図
る
／
き
に
、
残
Fh
情
株

さ
に
炉

J

｝
分
に
説
明
し
た
う
え
で
、
残
内
債
権
雪
へ
の
弁
泌
が
r
日
記
一
公
判
前
合
リ
も
特
J
パ
ー
利
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

γ
会
幹
分

出
山
で
あ
る
ヒ
円
を
北
川
内
部
し
え
こ
と

最
近
一

ltd
っ
て
、
倒
産
処
辺

1
絞
の
諸
原
刑
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
u

具
体
化
〕
た
間
以
廷
起

J
j
A
J
P

コ
l
’u
o

A

パコ
J
v
f
f
z

そ
れ
を
乱
ノ
考
に
し
に

本
稿
の
結
び
と
し
た
い

u

会
Hh
八
刀
い
ず
刊
の
期
段
は
阿
段
処
却
に
有
吊
て
あ
り
そ
の
処
坪
rJ討
に
利
川
さ
れ
る
が
、
会
社
法
の
規
正
ト
上
れ
ば

責
催
者
の
、
千
ノ
＼
距

ら
な
い
聞
に
分
割
が
五
行
で
さ
ゐ
制
度
設
川
と
な
っ
ぐ
れ
る
た
め
、

こ
れ
が
濫
用
ち
れ
や
す
い
の
U
品
川
台
倍
、
作
者
仁
と
り
附

引
戸
当
て

と
な
っ
て
い
h

資
崖
が
伍
作
者
の
し
す
わ
な
い
叫
に
終
転
さ
れ
、

そ
の
対
日
で
あ
る
ぷ
世
会
社
干
の
株
式
も
、
松
市
に
設
い

で川市 そ
オし

l当
τ7 
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待りリ寄稿

さ
あ
る
い
は
分
割
合
引
の
関
係
卦
に
先
却
己
れ
た
り
、

抗
日
の
増
資
に
よ
っ
一
、
希
釈
に
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、

債
権
」
す
れ
日
ー
さ
れ
る

｛
J
栄
一
か
円
以
勺
て
き
た
〉
そ
こ
で

J
f
h
F
性
の
有
無
人
々
一
判
断
ず
る
に
あ
r

っ
と
は
会
不
分
割
の
’
れ
為
だ
け
に
着
目
す
る
の
で
は
足
、
J
J

ず
、
そ
円
L

早
川
ベ
や
一
辿
の
行
為
を
～
＋
梓
と
し
ど
に
と
ト
L

で
刊
附
す
る

F

～
f
H
r

ぷ
め
h

れ
る
〉

そ
こ
で
重
長
な
点
は
、
詐
宝
門
的
・
濫
出
均
な
九
日
引
分
間
で
あ
る
か
ぶ
口
か
を
分
け
る
判
新
要
主
一
じ
あ
る
ん
役
仁
川
、
x
て
、
こ
れ
ま
で

の
判
庶
一
か
い
J
1
7
んて

3
た
も
の
を
王
い
に
の
で
ぶ
き
と
い
の
こ
の
占
で
を
ぢ
と
な
る
の
は
、
削
削
梓
処
理
℃
J
続
の
ば
引
で
あ
h
v
c

そ
の

T
続

仙の
頁百
抗

が」；号
;:/,, t ' 
山

るし
,' c c 
の 令
T行干｜

格分
古＝害；！ 

Fよ：日u 
ら度
jし舌
るフi' '¥ ' 
三＇ -; 

れる
｝こグ〉

t 仁

れ あ
L工才l 
、i:f

透
汁
性
と
釘
山
市
ド
性
、
す
な
わ
t
治
課
出
川
市
と
情
作
者
平
等
の
hd
刈
に
定
、
っ

次
の
諸
占
が
担
げ
ら
れ
て
い
る
ο

円府知山に

る
2

今
一
孟
や
負
債
の
切
り
分
打
が
恐
主
的
か
と
う
か
、

判
断
J
q
べ
3
山
正
素
と
し
し

出
店
権
背
の
協
刀
の
白
剤
寺
P
わ
い
し
堂
前
に
山
市
り
一
い
刀
打
る
工
と
が
間
川
町
也
と
指
摘

さ
札
る
町
二
の
古
仁
つ
い
て
は
草
木
的
山
理
解
で
き
る
が
、

の
は
当
扶
川
と
も
い
え
yu

そ
の
い
イ
械
で
、

再
述
を
凶
る
上
で
は
協
力
1
て
く
れ
る
怯
枠
昌
と
の
関
係
が
重
相
さ
れ
る

。ゴ門〆わ主、

べ

6
1

出
残
存
一
一
権
V
H
へ
の

町
一
主
的
ipd
と
つ
か
の
判
断
に
は
偵
五
さ
が
よ
め
ら
れ
工
、
っ

述
知
、
小
一
残
’

hum佐
川
吉
へ
の
店
執
世
間
ハ

ι
此
悶
、
ヘ
川
崎
叩
存
債
権
ギ
つ
の
大
多
数
の
院
豆
、
叩
）
本
秘
す
る
資
品
い
f

許
仙
の
此
コ
〈
か
げ
向
伺
し
仁
、
〆

ー
の
株
式
の
迫

f
fん
分
、
ぬ
株
式
希
釈
化
の
た
め
の
用
資
の
長
／
品
、
叫
一
配
当
半
の
健
保
な
こ
に
つ
い
て
は
、

の
と
お
之
、
あ
ろ

う
J

今
後
こ
れ
ム
を
参
考
に
刊
附
比
棋
を
詰
め
て
い
く
判
。
で
が
急
か
れ
る
が
、
件
片
山
中
て
倒
序
法
1

〆
一
の
関
係
で
議
論
を
包
ろ
に
深
め
）
ο

一川…

伐
の
検
斗
什
課
題
ζ

な
る
。

本
件
原
審
の
叫
川
釈
と
1

〕
て
、
戊
川
降

V
J
B
】川～一一リパ
r
勺
刊
凶
」
〔
（
一
コ
一
ヘ
ノ
ハ
亡
、
足
ウ
作
・
銀
行
け
い
務
引

心
牛
士
、
内
滑
間
十
九
o
r
u
日F
－I
u
蒋
口
じ
ー
ヶ
一
見
へ
口
一
〈
川
、
年
〆
J

方出、「

｛
り
こ
ぶ
停
の
斗
釈
と
じ
て
、
伊
怜
ほ
と

E

マ
ケ
ミ
阿
一
ベ
サ
一
ハ
山
門
戸
一
ヘ
ニ
コ
劫
出
秀
掃
e
L黒
人
河
九
八
0
3
五
八
一
民
（
ひ

一
司
一
、
山
川
治
田
口
打
法
刈
例

n選
一
第
一
収
一
へ
八
此
（
一
司
）
、
許
水
ぃ
H
一
生
ジ
ム
川
y

H
一
円
7
ハ
ヘ
瓦
｛
〈
〉
一
r
J

七

い
方
向
買
一
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年
）
、
白

τu明
弘
・
ん
判
一
「
〕
汗
勺
一
円
へ
一
心
作
J

哲
一
昭
ぷ
叶
を
素
材
ζ

し
た
研
究
一
は
、
甲
藤
邦
彦
一
世
品
約
九
口
引
分
川
別
対

し
と
ヂ
融

m
b
青
が
市
川
心
得
L
対
応
決
の
検
芥
宗
一
一
UR4
；
一
口
問
刊
十
〈

J

一
七
を
糸
口
／
－
〆
ぐ
一
会
示
九
一
八
H

一
一
、
二
百
戸
〈

一
台
）
、
沖
打
裕
之
桁
出
問
主
計
分
前
レ
み
ネ
九
九
取
れ
作
一
一
（
kr）
｜

｜

京

土

【

判

ド

必

年

つ

FJ
了
し
を
よ
十
不
句
レ
1

て

｜
｜
L

尚
山
下
止
一
凶
H
J
凶
行
料
、
利
一
九
一
川
勺
内
パ
頁
（
一
口
一
去
、
弥
、
水
亘
一
生
株
式
会
村
内
判
読
分
割

cyg
打
為

vm治
L
｜
｜

東
民
主
け
ず
ν
1

・

7
一
－
一
じ
ど
↑
円
、
機
と
し
ご
」
伝
法

J
パ
コ
号
一
口
一
民
（
ハ
ひ
ん
1
）
三
が
あ
る

士

山

木

附

彦

Mm
詐
一
計
釈
一
リ

γ
ー
ケ
ヌ
川
一
川
一
日
ヘ
山
門
戸
ハ
一

4
」
む
沙
問

へ1
）
受
川
原
十
八
本
件
解
品
」

i
k
C
口
！
？
J

ブ
ラ
リ

l
注
叩
川
問
解
説
・

1
J
J
山
内
九
（
一
、
υ

一r
去
、

h
卜
山
県
自
「
本
門
川
川
釈
一
止

れ
刊
の
ニ
守
司
へ
の
一
可
）
点
、
日
～

（
日
～
神
出
r今
川
山
叫
ん
一
仕
分
割
？
長
引
作
担
保
護
」
ン
『
日
一
阿
ん
ヨ
ハ
一

μ
、
一
コ
二
年
、
参
照
〈

一G
～
長
一
一
川
県
ム
川
七
円
前
九
一
成
一
年
度
重
要
判
例
前
川
河
／
〉
王
山
H

r

一
ハ
一
一
牛
〉
告
示
「

（7
L

高
橋
・
則
男
汚
へ

2
平
成
＝

z
u必
要
判
例
解
説
ヘ
ノ
七
台
刊
にJ

一日
J

へ
え
ご
汗
国
ぷ
治
町
相
司
会
社
主
コ
ン
メ
シ
タ
ル

I
』
九
一
向
ハ
｛
佼
惑
に
）
（
当
事
法
務
、
一
r
ゾ

C
J了
）
わ
手
間
η

｛
し
っ
黒
木
町
彰
川

i
除
雪
一
出
山
的
公
社
分
割
を
め
ぐ
る
問
医
！
l

？
法
九
（
い
一
寸
七
同
一
H
ヘ
ぺ
一
行
年
、
、
弘
法
γI

会
仕
分
割

の
抗
刈
叶
ιγ
」
山
ど
る
訪
問
慰
」
判
タ
一
一

Y
Eソ
一
〕
一
民
｛
し
〉
守
）
寺
山
一

へ
釦
持
作
協
ノ
ぺ
州
ー
は
時
J
V
d
が
さ
え
る
悦
凶
治
会
村
山
川
宗
可
也
一
全
LK

川
一
珂
r
勺
五
一
五
｛

U

4

）
LJ刊
行

ヘ斗
J

J

み
本
沿
之
社
分
割
削
烹
L
Y

債
恒
青
仮
説
会
t
u
一
九
「
勺
三
一
力
」
〔
／
一

C
一
一
」
士
事
沼
山

（
ロ
～
松
中
、
J

A

ノルU

為
収
治
体
1
y

法
ヘ
格
ア
、
ぷ
の
法
即
｜
｜
治
法
治
、
つ
」
法
、
ゼ
六
九
丑
J
八
口
｛
「
ハ
二
一
i
f）
苓
陀

J

な
お
、
市
中
宝
？
の

佐
山
弁
治
に
つ
い
て
は
、
－
」
れ
ヰ
否
定
す
ふ
ん
庶
ぜ
法
川
出
店
立
川
が
約
九
討
セ
一
丸
と
い
る
と
の
ヲ
と
で
あ
る
庁
1
お

π川
同
J

喰
門
叶
午
中
古
ノ
山
岳

円
引
出
州
市
広
告
示
一
ぬ
れ
バ
沖
勺
〈
）
以
、
一
円
）
二

ι～
参
照

J

ご
い
）
↓
苛
組
順
一
ふ
r
ρ
1
4
為
れ
句
作
レ
夫
人
民
川
汗
認
の
法
刊
｜
｜
民
法
か
ら
法
令
f
h

九
立
ち
阿
武
三
ハ
パ
一
戸
と

4
1
4
U
r

（

H

汀
砕
抗
出
仏
「
－
郎
守
ム
バ
虻
法
人
格
否
認
の
け
い
四
円
て
F

一
了
、
一
何
日
ff

河
川
都
）
、
同
一
六
円
へ
東
民
大
字
出
版
ム
訳
、
一
九
八
円

I

持
山
い
）

ヘ

ロ

刈
ν
川
近
代
判
吋
一
一
知
山
一
人
、
阪
川
内
小
川
河
九
コ
年
可
一
ヘ
リ
」
」
判
評
い
一
〕
号
一
〕
尚
一
P

判
弘
一
八
f
U

〕
号
川
」
ど
｛

苧
）
普
刊
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ヘ
叩
山
巾
両
試
案

z
i
れ
と
た
拾
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